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ま　　え　　が　　き

　京都大学東南アジア研究センターは，昭和40年に，わが国で初めて国立大学に附置され

た研究センターとして官調化され，専任としては1部門4人の教官と2人の事務官をもっ

て発足いたしました。歳月とともに9つの研究部門に成長したセンターは，さらに組織的

な充実をはかって，平成元年度からはそれらを5大部門および客員部門に組み替え，現在

に至っております。この28年間に，わが国における地域研究の先駆けとしての役割を果た

すとともに，東南アジアに関する資料の集積をもはかってまいりました。地域研究の重要

性がますます強く認識されている今日，その責任の重大さを自覚しながら，着実な研究活

動をさらに進めるべく努力を続けております。

　本要覧は，東南アジア研究センターの機構や研究活動を要約し，あわせて，研究スタッ

フの紹介と公的出版物の目録を収めて，センターの歩みと現状を広くお知らせすることを

目指しております。本要覧を通じて本センターの意図するところをご理解いただき，一層

のご教導をたまわりますようお願い申し上げます。

平成5年12月1日

　京都大学東南アジア研究センター

所　長　坪　内　良　博
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第1章性格と沿革

　京都大学東南アジア研究センターは，東南アジアおよびその周辺諸国を総合的に研究す

ることを目的として設立された特色ある研究機関である。東南アジアとは，ベトナム，ラ

オス，カンボジア，タイ，ビルマ，マレーシア，シンガポール，インドネシア，フィリピ

ン，ブルネイの10力国をさすが，研究の対象としては，厳密にこの範囲に限定しているわ

けではない。仏教の研究のためスリランカをふくめ，熱帯稲作の研究のためバングラデシ

ュ，インドにまで手をひろげ，対外経済活動の研究のためには香港，台湾，韓国をも対象

としたこともある。周辺諸国というのは，この意味である。

　センターの研究活動は，東南アジアの自然環境高湿要因の自然科学的研究をもふくむ点

において，人文科学とくに人類学と政治学を中心とする欧米の地域研：究とは異なる特色を

もっている。東南アジアの地域理解のためにその自然環境の現状と変遷の過程を視野にい

れることが基本であるという研究手法は，より総合的な地域研究の場としてセンターを特

色づけているといえよう。欧米の地域研究Area　Studiesに対して，センターのそれは，

Integrated　Area　Studiesと位置づけることができよう。センターは，このような学際的研

究手法に加えて，その研究対象の力点を近代以降の東南アジアにおき，かつ文献解釈的研

究よりは現地調査を重視して，現在の生きいきとして活動し，変転している東南アジアの

学問的理解に貢献することを期している。

　近隣のアジア諸国とわが国との学術文化の交流が深まるにつれて，センターが地域研究

の中心として果たすべき役割への期待はいよいよ高まりつつある。その要請にこたえるた

め，センターは東南アジア諸国の学者・文化人はもちろん，東南アジア研究に関心をもつ

世界の学者との不断の交流につとめている。そして同時に東南アジアに関する文献資料・

学問的情報を収集し，それらをひろく内外の学者に利用してもらえるような態勢を整備し

つつある。学問研究の国際交流は，これからのB本にとって大きな課題であるが，とくに

近隣の東南アジア諸国の基礎的研究を実施しているセンターは，こうした面でもつねにそ

の先達としての努力を傾ける必要があろう。

　東南アジア研究センターが，京都大学に正式に設置されたのは，1965年のことである。

それより以前，1963年1月には，：本学に学内措置として「東南アジア研究センター」が設

けられた。学内措置として創設せられた当時は，もっぱら民間からの寄付金とフォード財

1



団からの研究奨励金を委任経理金として受け入れ，それによって多数の本学教官を東南ア

ジア各地の現地調査に派遣した。その研究活動の中心は，タイ計画とマレーシア計画とい

う二つの総舎調査であった。それは人類学者による村落定着調査から，農学者による熱帯

稲作の諸条件の研究に至るまで，極めて多岐にわたったが，常に現地に密着し，現地の研

究老と共同して研究を進めるという態度を失わないように留意してきた。このため当初よ

りバンコクに連絡事務所を置き，政府機関・大学・研究者との交渉，連絡に当たらせてき

た。これらの研究の成果は，1963年に創刊された『東南アジア研究』に次’々と発蓑され，

内外の学老の注目を浴びるに至った。

　この成果に対する評価は，センターが1965年4月に国立学校設置法施行規期の改正によ

る全国で初めての「研究センター」として，京都大学の正式の研究機関と認められ牟事に

よって確定したと言えよう。それより逐年研究部門の増加を認められ，1988年度までセこ12

部門（客員部門3をふくむ），教授13名（客員部門教授相当4をふくむ），助教授12名（客

員部門助教授相当2をふくむ），助手9名（客員部門助手相当2をふくむ）の定員を持つ

研究機関に成長した。特にこの客員部門のうち，地域研究第一（外国人客員）研究部門は，

東南アジアからの研究者をセンターの客員研究員として迎えるもので，この種の国際交流

のための部門の設置は全国で最初の試みであった。

　1989年度には研究部門の大幅な編成替えが実施された。これは，それまでの客員部門を

除く9研究部門を5つの大部門に統合するもので，これによってセンターの研究スタッフ

は，教授18名（客員部門教授相当4を含む），助教授12名（客員部門助教授相当2を含む），

助手8名（客員部門助手相当2を含む）へと拡充された。新しい大部門は，自然環境，社

会生態，統合環境，地域発展，人間環境の5部門で，現在，新部門への統合に伴うさまざ

まな準備・調整i作業が進行中である。

　センターは，創設の当初以来和英両：方の研究叢書の出版を行なって，研究成果を内外に

問うてきているが，1970年以降，邦文は創文社に，英文はUniversity　of　Hawaii　Pressに

出版を委託して公刊している。また『東南アジア研究』も内外の大学その他の研究機関と

交換しているばかりでなく，財団法人アジア研究協会（理事長　奥田東）に委託して，r

般に購読してもらう道をひらいている。

　1969年に「バンコク連絡事務所」の運営経費が，次いで1973年に「ジャカルタ連絡事務

所」の運営経費も劉の予算として認められると共に，現地調査費も国の予算で認められ，

ようやく当センターの現地調査を計画的に推進する最小限の基礎が与えられるようになつ
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た。また1978年度から「非常勤講師経費」を認められ，さらに1980年度には地域研究第二

（客員）研究部門が設けられたことにより，「学外研究協力者」が積極的に研究参加でき

る機会を提供できるようになった。また，1986年度には新たな客員部門として，東南アジ

ア諸語文献研究部門が新設された。近年，東南アジア各国の図書資料が精力的に収集され

ているが，この部門新設によってそれらの整理方法の確立，資料情報の一一層の収集のため

に，東南アジア各国から書誌学者，カタロガーを招くことが可能となった。

　1981年以来，センターの旧自然系の二つの研究部門（旧生物構造並びに自然構造部門）

が，本学農学研究科に新設された熱帯農学専攻の協力講座として，大学院教育にたずさわ

っている。また，1984年に新設された旧水文環境部門もこれに加わった。1989年度の研究

部門の編成替えののちも，自然環境，地域発展，および人間環境に配属された同じスタッ

フが，継続して大学院生の指導にあたっている。

　また，1992年度から，人間・環境研究科の第二専攻（文化・地域環境学専攻）に協力講

座として参加し，東南アジア地域研究講座を受け持っている。これにはセンターの15名の

教官が参加し，東南アジアについて8科B（自然地理，人口・社会・文化・政治・思想，

地域開発・経済発展，農業生態の分野）の授業を行なっている。最：初の2年間は修士の学

生を6名をとり，2年後には後期博士課程が発足する予定になっている。
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第2章機構と組織

1．機 構

　1993年度現在，東南アジア研究センターは，5大研究部門，3客員研究部門からなる研

究部，および資料部，事務部で構成され，東南アジア地域の現地調査を円滑に行うための

海外連絡事務所として，タイにバンコク連絡事務所を，インドネシアにジャカルタ連絡事

務所を設置している。事務部は庶務・会計の2掛に分かれ，さらに内部組織として学術交

流室を設置し，それぞれ業務を担当している。また，本センターの議決機関・協議機関と

して，協議員会，教授会，所員会議が設けられている。

所　長

協議員会

教授会
所員会議

研究部

外部一一

事瀦一一
バンコク連絡事務所

ジャカルタ連絡事務所

部　門　　　分野

生態環境｛星縫

社会生態モ雛

統合環境モ雑

地魁難
人噺織
地域研究第一（外国人客員）

地域研究第二（国内客員）

東南アジア諸語文献（外国人客員）

　　　　　図書室
　　　　　編集室
　　　　　計算機室

　　　　　庶務掛
　　　　　会計掛
　　　　　学術交流室
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2．協　議　員

　協議員会は，センターの運営に関する最高議決機関であり，センターの所長，全教授お

よび助教授1名並びに関係学部・研究所より選任された教授または助教授に対しセンター

所長が委嘱した協議員5名によって構成されている。

3．職　　　員

　センターの職員は，（イ）研究部，（ロ）資料部（図書室，編集室，計算機室），（ハ）事

務部からなる。1993年12月現在の職員は次の通りである。

　所長　教授坪内良博

　（イ）研　究　部

　　生態環境部門

　　　　教　　授　高　谷　好　一　　　　　　　自然地理学

　　　　教　　授　古　川　久　雄　　　　　　　熱帯農業環境

　　　　助教授　山　田　　　勇　　　　　　　森林生態学

　　　　助季阿部健一　　　 森林生態学
　　社会生態部門

　　　　教授坪内良博　　　社会学，人口学
　　　　教　　授　前　田　成　文　　　　　　　文化人類学

　　　　教　　授　加　藤　　　剛　　　　　　　比較社会学

　　　　助教授五十嵐忠孝　　　 人類生態学

　　　　助教授林　行夫　　　 文化人類学，宗教社会学

　　統合環境部門

　　　　教　　授　矢　野　　　暢　　　　　　　政治学，地域研究論

　　　　教授土屋健治　　　 政治思想論

　　　助教授玉田芳史　　　比較政治学
　　　　助教授　西　村　：重　夫　　　　　　　比較教育学

　　　　助手木之内秀彦　　　政治学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5



　地域発展部門

　　　教　　授　吉　原　久仁夫

　　　教　授　海　田　能　宏

　　　助教授　高　阪　　　章

　　　助教授　池　本　幸　生

　　　助　　季　上　田　曜　子

　人間環境部門

　　　教　　授　福　井　捷　朗

　　　助教授　田　中　耕　司

　　　助　　手　河　野　泰　之

客員研究部門

　地域研究第一（外国人客員）

　　　サ　　紹　亭

　　　多　　二　虎

　　　Ratan　Lal　Chakraborty

　　　Atthacak　Sattayaanurak

　　　Supiandi　Sabiham

　地域研究第二（国内客員）

　　　教　　授　中　村　尚　司

　　　助教授　五　島　文　雄

　東南アジア諸語文献（外国人客員）

　　　Poranee　Sirichote

（口）資　料　部

　　　助　手北野康子（図書室）

　　　助手米沢真理子（編集室）

　　　助手永田好克（計算機室）

（ハ）事　務　部

　　　事務長　　 事務官　 木村

　　　庶務掛掛長事務官　 戸倉
　　　　　　　　　　　事務官　　　山　：本

経済学

農村開発論，熱帯農業水文学

鼠際経済学，経済発展論

経済発展論

経済発展論，タイ経済論

農業生態

作物学

土地・水利用

雲南農業史

考古学

べソガル農村社会史

歴史学

土壌学

地域経済論，南アジア研究

国際関係論，政治経済学

図書館情報学

東甫アジア書誌学

言語情報処理

夫
雄
夫

斐
照
重
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会計掛

　　　事務官

　　　臨時用務員

掛長　　事務宮

主任　　事務宮

　　　事務官

穂
子
平
男
之

　
　
　
久

厚
泌
乳
喜
裕

木
股
庭
西
井

三
二
広
小
玉

4．海外連絡事務所

　（イ）バンコク連絡事務所

　バンコク連絡事務所（現在地，25／1Soi　16，　Sukhumvit　Road，　Bangkok，　Thailand，電話

259－6475；Fax　258－1834）は，1963年10，月に開設されて以来，6度にわたって駐在地の変

更があったが，この間のべ55名が駐在の任に当たった。

　（n）　ジャカルタ連絡事務所

　ジャカルタ連絡事務所（現在地，Jalan　Gunawarman，　No．47，　Kebayoran　Baru，　Jakarta，

Indonesia，一9話　720－3668；Fax　720－2324）は，1970年10月に開設されて以来，4度にわた

って移転があったが，この間のべ38名が駐在の任に惑たった。

5，学内研究担当教官

　当センターは，東南アジア研究に関心をもつ学内各学部・研究所の教官に，研究担当教

官として参回忌委嘱している。1993年度において，これらの学内研究担当教官は131名を

数える。

6．学外研究協力者

　当センターは，総合的に地域研究を実施するため，東南アジア地域の研究に関心をもつ

全国各地の大学・研究機関等の研究者に，研究協力を仰いでいる。1993年度において，こ

れらの研究協力者は228名である。

7．大学院教育

　1981年以来，センター旧自然系の二つの部門（生物構造並びに自然構造部門）が，本学

農学研究科に新設された熱帯農学専攻の協力講座として，大学院教育にたずさわることに

なり，また1984年以降は新設された水文環境部門もこれに加わった。現在，生態環境，地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7



域発展並びに人間環境部門の4名の教官が講義と研究指導を担当し，東南アジア諸国から

の留学生4名を含む15名の専攻大学院生がこれらの協力講座に属している。また，1991年

4月に新設された人間・環境学研究科の文化・地域環境学専攻における協力講座の教官と

して，センターの全部門から13名の教官が6名（1名の東南アジアからの留学生を含む）

の専攻大学院生に対し，講義及び研究指導を担当している。
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第3章　研　究　活　動

1．調査・研究

　（1）共同研究

　センターの調査・研究活動は個別研究と共同研究に大別されるが，共同研究のうち，セ

ンターの大部分のスタッフの関与するものは，センター研究計画（プロジェクト）として

推進されている。1980年度から1984年度までの5中年計画として，「東南アジア世界の形

成過程に関する総合的研究」というテーマのもとに，このセンタープロジェクトが遂行さ

れ，また1985年度から，第2次5力年計画として「東南アジア世界の成立と展開に関する

文明論的総合研究」が進められた。1990年からは，第3次5力年計画として「東南アジア

世界の固有論理と発展構造に関する研究」が進められている。これら共同研究は，現地調

査を中心として行われること，学際的なチームメンバーを組んで行われること，東南アジ

ア地域の外国人研究者の参加を得て行われることを特色としている。

　1980年度から開始された「東南アジア世界の形成過程に関する総合的研究」5力年計画

では，「熱帯モンスーン・エコシステムにおける農業の発展と地域間交渉の展開」と「小

型家産制国家の社会基盤と経済発展」の二つの研究班が編成された。1985年度から始まっ

た「東南アジア世界の成立と展開に関する文明論的総合研究」では，「外文明と内世界」，

「文明と国家形成」，「文明と生態環境」，「文明と経済環境」の4つの研究班が組織された。

　1990年から始まった「東南アジア世界の固有論理と発展構造に関する総合的研究」では

4つのクラスターを作って研究を進めている。「東南アジア世界の成立と歴史構造」，「東

南アジアの自然生態と発展形態」，「東南アジアの人間環境と社会組織」，「東南アジアの文

化環境と地域統合」が4つのクラスターである。いずれのクラスターも，文部省科学研究

費補助金（海外学術調査）あるいはその他の機関の援助を得て精力的な調査を進めている。

本年度までに出版された研究成果の一部は、第5章「出版目録」の研究報告書シリーズの

項に掲載されている。なお、1990年以降にこの共同研究のもとで実施された科学研究費補

助金による海外学術調査は以下のとおりである。

　　1990年度：「東南アジア型都市文明の形成一外文明からの変容と内発的展開一」（研究代蓑者：
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　　　　　　　坪内良博）

　　　　　　　「中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究」（研究代表者：

　　　　　　　古川久雄i）

　　　　　　　「東南アジア海域世界の動態に関する総合的研究」（研究代表者：土屋健治）

　　1991年度：「中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究」（研究代表者：

　　　　　　　古川久雄）

　　　　　　　「東南アジア海域世界の動態に関する総舎的研究」（研究代唖者＝土屋健治）

　　1992年度：「海域世界の地域間比較」（研究代表者：矢野　暢）

　　　　　　　r島二部東南アジアのフロンティア世界に関する動態的研究」（研究代表者：加藤

　　　　　　　剛）

　　1993年度：「海域世界の地域間比較」（研究代表者：矢野　暢）

　　　　　　　r島螺部東南アジアのフロンティア世界に関する動態的研究」（研究代表者：加藤　剛）

　　　　　　　「コラート高原における人間・環境・作物複合の総観的研究」（研究代表者：福井捷朗）

　以上のセンタープロジェクトの他にさまざまな共同研究がセンター内外の研究者を組織

して実施されている。日本学術振興会の拠点大学方式による巳本・タイ学術交流事業に関

わる共同研究，あるいは日本学術振興会や日立国際奨学財団の助成による日本・マレーシ

アの共同研究「マレーシア農村部における栓会経済変動と文化変容」，国際協力事業団の

研究協力事業として実施されているバングラデシュとの共同研究「バングラデシュ農業・

農村開発のための基礎調査」などが現在進行中のおもなプロジェクトである。

　（2）　個別研1究

　現在のセンターのスタッフによる個別研究については第4章「研究スタッフ」の紹介の

項をご参照願いたい。

　（3）重点領域研究

　文部省科学研究費補助金の重点領域研究『総合的地域研究の手法確立一世界と地域の

共存のパラダイムを求めて一』（略称：総合的地域研究　領域代表老　矢野　揚）が，

4年間の予定で，1993年度から発足した。この研究は，これまでの東南アジア地域研究の

成果をもとに，東南アジアの地域性と固有性を明かにし，さらに，地域と世界との共存を

展望する「総合的地域研究」を通して「新しい知の枠組み」を構築することを目指すもの

である。具体的には次の6つの計画班と14の公募研究班で研究が行われる。

　　総括班　総合的地域研究の手法確立　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者　矢野　暢

　　A　　地域研究の先端領域：東南アジアからの視座
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AG1地域と生態環境

AO2　地域性の形成論理

AO3地域発展の固有論理

B　　地域研究の季法

BO1外文明と内世界

BO2　地域連関の論理

BO3　総合的地域研究の概念

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

i荻野和彦

坪内良博

原洋之介

土量健治

山影　進

高谷好一

2．国際交流

　センターにおける研究活動の推進とその寄与を深めるため，種々の形で外国の研究者，

専門家との交流にも力が注がれている。

　（D　外国人研究者の招聴

　1975年度より客員研究員の制度をセンターに設け，主として東南アジア諸国の研究者を

招聰し，滞在中センター研究スタッフの一員として共同研究あるいは意見の交換を行なっ

ている。そのほかにも随時，外国人研究者の訪問，滞在を受け入れ便宜を計っている。以

下は圭992年以降にセンターにおいて研究を行なった外国人研究者のリストである。但し，

1992年に滞在した者のうち，すでに『平成3年度版センター要覧』に掲載された研究者は

除かれている。（）内は国籍を表わしている。

A．　外国人研究員

Domingo　Morato　Non

Hood　Mohamad　Salleh

Felipe　M．　Meda｝la

J．　Rizal　Chaniago

James　Francis　Warren

Utari　Budihardjo

1992－93

1992一一93

1992－93

1992－93

1993

1993

コタバト地域における人の移

動

東南アジア少数民族の文化変

容

財政政策・為替レート政策と

地域発展

口述歴史文献学の手法による

インドネシア現代史の記述

東南アジアにおける近現代史

文献資料の研究

東南アジア海域世界の情報源

についての概究，特に健康と

食：物の習性について（注釈つ

き書誌の作成）

Mindanao　State　Univer－

sity（フィリピン）

The　National　University　of

Malaysia（マレーシア）

University　of　the　Philip－

pines（フnyリピソ）

ARSIP　National　RI

（インドネシア）

Murdoch　University

（U．SA）

LIPI（インドネシア）
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1　Made　Sandy

サ　紹亭

Umar　Junus

Ratan　Lal　Chakraborty

多　二虎

Poranee　Sirichote

1993

1993－94

1993

1993

1993－94

1993－94

Atthacak　Sattayaanurak　1993－94

Supiandi　Sabiham　1993－94

B．　その他の外国人学者

王王emlanto　　　　　　　　　　　　　　1992

Abdul　Halim　Ali　1992

Muhijdin　Mawardi　1992

Halm　Bin　Salleh　1992

Mohamed　Hear　Awang　Z　993

Muhjidin　Mawardi　1993

Songkoon　Chantachon　1993

Sermpong　Phapant　1993

Choi　Gak　Kyu

12

1993

東インドネシアの土地利用と

土地利用改革

雲南農業史と農耕文化

ミナソカバウ・カバ文学の社

会学的研究

近代ベンガル地方行政史

中国南方と東南アジアの初期

農業に関する文献資料の比較

研究

京都大学東南アジア研究セン

ター図書室におけるコンピ

ェータの利用について

タイにおける歴史意識の変化

インドネシアと日本：における

農業および農村変貌の比較人

類生態

沿岸地形学・沿爆部の保全と

土地利用

マレーシアと日本の労働者の

労働者意識の比較研究

灌溜iシステムの最：適調i査に関

する研究

新興工業国における工業化と

農村開発の比較研究

東南アジアにおける海洋歴史

と戦略に関する研究

灌概システムの最適調整に関

する研究

東南アジアにおける民族文化

の比較研究
　へ　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　コず　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　ら

コミユニアイ㎜アイヘロッフ

メソトの住民参加における日

・タイ比較研究

東南アジアと韓国の経済関係

に関する研究

University　of　lndonesia

（インドネシア）

雲南省民族博物館（中国）

Formex　Associate　Professor，

University　of　Malaya

（マレーシア）

University　of　Dhaka

（バングラデシュ）

四川大学（中国）

Khon　Kaen　University（タイ）

Chiang　Mai　University（タイ）

Institute　Pertanian　Bogor

（インドネシア）

LIPI（インドネシア）

The　National　University　of

Malaysia（マtZ・一シア）

Gadjah　Mada　University

（インドネシア）

Universiti　Sains　Malaysia

（マレーシア）

Universky　of　Malaya

（マレーシア）

Gadjah　Mada　University

（インドネシア）

Srinakarinwirot　Univer－

sity（タイ）

NRCT（タイ）

East・West　Center（大韓罵国）



　（2）留学生の派遣と受け入れ

　センターは東南アジア研究を志す研究者の養成と国際交流の目的で，センターの若手研

究者，京都大学の大学院生などを東南アジアに留学生として派遣し，あるいは留学の便宜

をはかってきた。また，東南アジア諸国の学生をセンターの研修員として受け入れ，その

指導に当たった。1992～93年度に受け入れた外国人研究生（研修員）は次の通りである。

Kwantieda　Theerasawatee　　　1992－93　日・タイにおける経営方針の比較研究（タイ）

郭　艶春　　　　　　　　　　　1993－94　雲南少数民族の環境保全思想と技術（中国）

Aye　Aye　Ngun　　　　　　　　1993－94　第二次大戦中のミャンマーにおける青年運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ミャンマー）

Do　Minh　Van　　　　　　　　　1993－94　ベトナムの経済改革について（ベトナム）

3．シンポジウム・セミチー・研究集会

　東南アジア研究に関して内外の研究者とより広く意見を交換するため，これまでに数多

くのシンポジウム，セミナー，ワークショップ，研究集会などが，センターの主催または

他機関との共催で開かれた。最近2年間に開催された主なものについて簡単な趣旨とプロ

グラムを掲げておく。

　（1）農村開発の技術をめぐって（1992年3月7日）

　アジアの農村開発に関心を抱く者たちが集う2回目の小シンポジウム。バングラデシュ

農村開発研究に関わる研究グループに，公的機関やNGOなどで実践的な活動をする専門

家が加わり，アジアの地域・農村開発で選択されるべき技術をめぐって議論が展開された。

「地域開発の爵標と戦略」

　　　　　（国際開発センター）高瀬　国雄

　「コメント」　　　　　（龍谷大）中村　尚司

「バングラデシュの稲作技術の展開」

　　　　　　　（農水省農総研）藤田　幸一

　「コメント」

　　（広島大）ケシャブ・ラル・マハラジャン

「農村開発と窪風土の工学』」　　海田　能宏

　「コメント」　　　　　（JVC）岩崎　美佐子

「総合討論」　　司会（京大農）熊谷宏

（2）経済セミナー「公的資金フローと開発金融」（1992年3月9－10R）

東南アジアにおけるB本のODAについてはその功罪をめぐってさまざまな論調がジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13



ヤーナリズムを賑わせている。ところで，ODAは公的資金フローの一部にすぎず，公的

資金フロー自体も開発金融全体からみれぽそのごく一部にすぎない。

　このセミナーでは，以下の4人の報告者を迎え，開発金融の技術的詳細をふまえた上

で，開発金融の一要素であるODAの役割と限界を実証的に検討し，今後の論議を深める

材料とした。

　「日本のツー・ステップ・ローンと開発金融」　　　「日本のODA一現場の声一」

　　　　　　　　　　　（一橋大）奥田　英信　　　　　　　　　　（海外経済協力基金）下村　恭民

　眠主化・市場経済化と日本のODA」　　　　　　「国際開発の資金フPt　一と東アジア」

　　　　　　　　　　　（由梨大）稲N　十一　　　　　　　　　　（日本輸出入銀行）木下　俊彦

　（3）　インドネシア文化史セミナー（1992年4月1日）

　インドネシアの文化，とくに文学に絞って従来論じられることのなかった問題を提起す

ることをめざして開かれた。同じ趣旨のセミナーを今後も続けていく予定である。ここで

とり上げられたのは，マレー語版「ロビンソン・クルーソーjの翻訳論と，マレー語版「ア

ルマナック・ムラユ」をめぐる文化論で，いずれも19世紀末のジャワ社会を新しい視座か

ら照らし出すものであった。

　「『ロビンソン・クルーソー』のムラユ語訳に　　　「『アルマナック・ムラユ』について」

ついて」　　　　　　　（翻訳家）押川　典昭　　　　　　　　　　　　　　　　　　土屋　健治

　（4）東南アジア文化研究会「東南アジア＝ことばの現在形」（1993年3月12日）

　この研究会は，東南アジアの文化を多様な局面から考察する。とくに，従来の研究のわ

くのなかで必ずしも十分に論じられてこなかった問題や現在まさに進行しつつある文化変

容の問題を考えようというものである。ここでとり上げられたのは，一つは1991年におけ

るインドネシア国家の独立記念式典の具体的状況であり，もう一つは20世紀初めのジャワ

を舞台に描かれた『浜の娘』の作品論であった。

　「文化のかたち」　　　（翻訳家）押川　典昭　　　「自画像のかたち」　　　　　　　土屋　健治

　（5）アジアの教育研究会（1993年6月21日）

　第三世界教育研究会との共催で実施した。現代アジアにおける教育の新たな展開とし

て，ノソフォーマル教育，教育の国際協力，学校教育と国民統合の関係についてそれぞれ

の報告があり，主として地域間比較の視点から議論が繰り広げられた。

14



「インドにおける初等教育の普遍化プログラム

について一ラジャスタン州のプロジェクトを中

心に一」　　　　　　（宇都宮大学）渋谷　英章

「タイにおける教育大学改革」

　　　　　　　　　　（京都教育大学）堀内　　孜

「国民統合と教育一マレーシア・サバ州・N小

学校　1973－1991」　　　　　　　酉村　重夫

　（6）　日タイ拠点大学セミナー

“Thailand　and　Her　Neighbours［1］Ma蓋aysia”（1993年11月19－20　B）

　1991年以来，一と記拠点大学方式協力プログラムに，日・タイ研究に加えて，東南アジア

研究を導入する試みがなされてきている。今回のセミナーは，この方針を具体化した3回

目の年次セミナーである。タイ，マレーシア両国関係だけに話題をしぼることなく，現在

の両国国境にまたがる地域の文化，経済，エス＝シティーの諸問題を，東南アジア全体の

パースペクティブから捉える試みがなされた。

Special　Address　From　KamPong　to　Negara：　Potential　and　Opportunity　for　the　Malay－Muslirn　of

Southern　Thailand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ministry　of　Foreign　Affairs）　Surin　Pitsuwan

Keynote　Address（1）　The　Concept　of　the　Malay　World　and　Southeast　Asia　Toru　Yano

　　　　　　　　　　（2）　Between　Neighbours：　Thailand　from　＃he　Perspectives　of　the　Siamese　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Malays　in　Kelantan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（University　Kebangsaan　Malaysia）Mohamed　Yusoff　lsmail

The　Samsams　and　Siamese：　A　Historical　Perspective　of　Kedah

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kagoshima　University）　Keiko　Kuroda

Local　Powers　on　the　Periphery：　Historical　Memoirs　of　the　Samsam　on　the　Thai一｝tGalaysian　Border

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（National　Museum　of　Ethnology）Ryoko　Nishii

The　lnvestment　of　Malaysian－Chinese　in　Southern　Thailand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kasetsart　University）Phuwadol　Songprasert

Similarities　and　Differences　in　Labor　Control　Mechanism　between　Thailand　and　Malaysia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Thammasat　University）Kittipak　Thavisri

The　Marine　Resources　of　the　Sulu　Seas：　Asian　Production　for　Asian　Markets

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（University　of　Malaya）Mohammad　Raduan　Mohd．　Ariff

Television　and　Socio－Political　Changes　in　the　Muslim　Community　in　Southern　Thailand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tenri　University）　Takashi　Hashimoto

Malay－Thai　Cultural　Boundaries　Redefined　Through　Trade　and　Textiles

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Universiti　Sains　Malaysia）Maznah　Binti　Mohamad
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4．東南アジア学フォーラム

　創立25周年を契機として，新たな気持で，より多くの東南アジア地域研究者との研究交

流をはかろうと，センターは，定期的な，開かれた「東南アジア学フォーラム」を企画し

た。このフォーラムの趣旨は，より多くの研究者をまじえて，東南アジア学のフnソティ

アを語り，より鮮明な東南アジア像を模索し，またあるいは地域研究に関わる研究と教育

の諸問題について情報交換をしょうというものである。フォーラムは1991年9月に第1回

目が開催され，以後小の月（2，4，6，9，11月）の第3土曜Bの午後を定例日として開催

してきた。1993年度以降は（2，6，11月）の年3回の開催を予定している。なお「東南ア

ジア学Forum　me信」をその都度発行して，広く全国の関係者に配布している。

　1992年，1993年に開催されたフォーラムのテーマと話題提供者の一覧を掲げておく。

第3回フォーラム（1992年2月15日）

「東南アジア的人口史観」　　　　坪内　良博

　「コメント」　　　　　　（北大）足立　　明

「地球資源・環境問題と南北問題」福井　捷朗

　「コメント」　　（京都文化短大）森田　　学

第4回フォーラム（1992年4月18日）

「風土の工学」　　　　　　　　　海田　能宏

　「コメント」　　　　（宇都宮大）冨田　正彦

「『チャタリー改革』論一シャムにおける『前

近代』とf近代』」　　　　　　　矢野　　暢

　「コメント」　　　　　（名大）安田　信之

第5回フォーラム（1992年6，局20日）

「農民開拓とフロンティアの変容」田中　耕司

　「コメント」　　　　（九州工大）染谷　臣道

「タイ・アジアのコメ需給と日米コメ摩擦」

　　　　　　　　　　　　（京大）辻井　　博

　「コメント」　　　　　　　　　福井　捷朗

第6回フォーラム（1992年9月19日）

「森と“マチ”の関わり一サンスクリット語の

“kota”の理解をめぐって」　　　加藤　　鰯

　「コメント」　　　　　（天理大）弘末　雅士

「社会生態系一自然生物システムと人類社会シ

ステムの結合」　　　　（愛媛大）荻野　和彦

　「コメント」　　　　　　　　田中　耕司

第7［引フォーラム（1992年11月21日）

「地域性の語りロー東南アジア像の認識と交易

離散共同体論」

　　「コメント」

　「21世紀の『地塊」

　　「コメント」
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（東大）山影　　進

　　　土屋　健治

　　　高谷　好一

（民博）吉田　集而

第8回フォーラム（1993年2，月20日）

「東南アジア経済論の構図」（東大）原　洋之介

　「コメント」　　　　　（龍大）中村　尚司

「国の組織と経済成長：タイとフィリピンの比

較」　　　　　　　　　　　　吉原　久仁夫

　「コメント」　　（アジア経済研）高橋　　彰



第9回フォーラム（1993年6月19日）

「前近代アジア都市論構築のために」

　　　　　　　　　　　（京大）応地　利明

　「コメント」　　　　　　　　坪内　良博

「バンコター王都・環濠城壁都市から経済都市

へ」　　　　　　　　　　　（東大）末広　　昭

　「コメント」　　　　（大阪外大）告川　利治

第10回フォーラム（1993年11月20日）

「タイ・政軍関係の薪展開」　　　玉田　芳史

　「コメント」　　　　　（成瞑大）轡嶋　英治

「ドイモイ下における国家機構の再編一92年憲

法体制の形成過程を中心に一」

　　　　　　　　　（大阪外大）五島　文雄

　「コメント」　　　　　　　　木之内　秀彦

5．研究会等

　センターでは，比較的大きなシンポジウム・セミナーの他に，各種の研究会が開催され

ている。テーマを絞った，定期的な「研究例会」，センタースタッフ全員で進行中の共同

研究を検討する「プロジェクト報告会」，センターの客員部門の外国人研究員や折々にセ

ンターを訪問する外国人研究者による「特別研究会」などの他にも，共同研究グループ内

部での検討会，少人数での定期，不定期の研究会，他の機関との共催による各種研究会

（例えば，東南アジアの自然と農業研究会，東南アジア伝統農業読書会，経済発展研究

会）などがあり，常時センター内外の人々の出入りがたえない。

6．東南アジアセミナー

　東南アジアセミナーは，数十人の受講者を募り，東南アジアの自然，文化，社会等につ

いて概説し，専門的研究に必要な基礎知識を付与するため集中的な講義及び演習を行うこ

とを目的とし，1976年から毎年夏に開催されているものである。近年は，年ごとに異なる

テーマを決め，かなり専門的な講義も含めており，受講者から好評を得ている。特に1993

年度は，従来よりも一段とセミナー色を濃くし，受講者発表をプnグラムに盛り込んだ。

1992，93年度のセミナーのテーマ，講義題目，講師の一覧を掲げておく。
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1992年度

テーマ「地域研究の手法をめぐって一東南アジア砺究の現場から一」（8月31日一9月5日）

「地域研究とは何か」　　　　　　矢野　　暢

「地域研究とディシプリン」　　　坪内　良博

「地域間比較の視点」　　　　　　田中　耕司

「教育と国民形成」　　　　　　　西村　重夫

「小人口集団の研究」　　　　　五十嵐　忠孝

「臨地調査一歩く・見る・聞く」　古川　久雄

「農業調査と農村調査」　　　　　福井　捷朗

「時間と空間，歴史と地域」　　　加藤　　剛

「『豊かさ』とf貧しさ』のはざま」　池本　幸生

「臨地調査論互一ふれあいの作法」

　　　　　　　　　　　　　　前田　成文

〔総合討論〕　　　　　　　　セミナー委員他

1993年度

テーマ「地域研究の手法をめぐって一東南アジア研究の現場から一」（8月30日一9月3日）

〔オリエンテーション〕

「〈生業〉を読みとく」　　　　　田中耕司

「〈生態〉を読みとく」　　　　　阿部　健一

「〈政治〉を読みとく」　　　　　玉田　芳史

〔懇親会〕

「〈社会〉読みとく」　　　　　　　加藤　　剛

「地域研究とく世界単位〉」　　　　高谷　好一

〔受講者発表〕

〔三舎討論〕

7．資料収集および情報処理

　東南アジアの研究を深化，発展させるために各種の資料収集がとりわけ重要なことは言

うまでもない。1965年に図書室が開設されて以来，東南アジア地域にかかわる専門書を中

心に収集を進めてきた結＝果，1993年3月現在66，061冊（洋書50，693冊，和漢書15，368冊）

を登録し，所蔵するにいたった。研究資料としては次のような特記すべき資料がある。

　（1）現地語資料

　1983年度以来，東南アジア諸地域の雷語で出版された文献の組織的収集を目指して，特

別予算の要求を行なっている。まず最初の5力年収集計画が終わり，現在第二次10力年計

画の第6年度が進行中である。この計画により，整理済で配架されている現地語図書資料

の内訳の概数は，1993年10月で次の通りである。

　正規の分類：タイ語4，542冊，インドネシア語3，698冊，マレー語200冊，ビルマ語210

冊，その他10冊，特殊コレクション（溺置）：フォロンダ・コレクション7，000冊，チャ

ラット・コレクション9，000冊，ベトナム語2，200冊。特に，タイ語文献の「チャラット・

コレクション」，およびフィリピンに関する「フォロンダ・コレクション」は世界に誇る
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コレクションである。

　また，1986年度からは，東南アジア諸語文献研究部門が新設され，東南アジアから書誌

学者やカタロガーを招璃することができるようになったので，彼らの協力によりこれらの

資料の整理もできるようになった。「チャラット・コレクション」については3巻よりな

る冊子体の目録と「フォロンダ・コレクション」の蔵書目録がある。今後もさらに充実し

た収集を目指している。

　（2）　マイクロフォーム

　1971年以降，「インドネシア関係文献マイクロフィッシュ」の一部を継続的に購入した

のを始め，その後機会のあるごとにその充実をはかってきた。この結果，現在までにマイ

クロフィルム約3，400リール，マイクロフィッシュ約4，000ケースが納められている。この

うち，フィルムは，東南アジア諸国統計資料，インドシナ三国近・現代史資料，第2次大

戦下の東南アジア関係資料などを含み，フィッシュは，コーネル大学およびオランダ王立

言語民族文化研究所が所蔵するインドネシア関係資料を主としている。

　（3）雑誌

　センターで登録されている定期刊行物は洋雑誌661，和雑誌299を数える。このうち東南

アジアを専門に対象とする雑誌は，創刊号から揃っているBEFEOをはじめとして50タ

イトル余に及ぶ。東南アジアを含むアジアー般，熱帯，開発に関するタイトルは43点であ

る。このほかすでに刊行されていない雑誌もかなりあり，東南アジア関係では有名な

Loganの刀IAEAや切αωαをも含めて18タイトル，アジア関係では，　Londonから出た

Asiatic　Quarterly　Journal及びその後身（1886－1912）一te　Mondes．Asiatiques　tsど12タイト

ルある。これらの地域関係雑誌の多くは欧米発行のものであるが，東南アジアの大学・研

究機関の刊行する雑誌も増えてきており，それらはできるだけ収集するように努めてい

る。その他TemPo，　Prisma，　Tenggaraなどのような各国語の週刊誌，総合雑誌，文芸批評

誌も定期購読している。

　（4）統計

　東南アジア，東アジア諸国の政府刊行物，および国際機関の刊行物を中心に，年刊，季

刊，月刊の逐次刊行物を，購入または寄贈の刊行物として収集している。このうち購入
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は，年刊が35タイトル，季刊と月刊の両方で16タイトルである。その他に東南アジア各国

のセンサスを，刊行の都度可能な限り収集している。国民所得，財政，金融，貿易，労

働，人口など経済統計が大半で，国別ではインドネシアが多い。

　国別統計に加え，国連諸機関やIMF，世界銀行，アジア開発銀行等の国際機関による

出版物も，他部局との重複を考慮した上，必要最小限の基本統計および開発途上国関連の

統計に限って，定期購入されている（約20点）。

　（5）地　図

　所有する地図は東南アジア地域を中心に，インド，バングラデシュ，スリランカ，ネ

パール，パキスタン，中国，朝鮮，オーストラリア，太平洋諸島及び日本周辺と，ほぼ南

アジアから東アジア全域をおおっている。製作年代も，戦前のものから近年の航空測量に

よるものまで，多岐にわたっており，現在約2万5千枚余に及んでいる。この中には，旧

陸地測量部による南アジア，東南アジア，東アジアの2万5千分の1，5万分の1地形図

等，歴史的にみても貴重なコレクションもある。また，数は少ないが，東南アジア各国の

土地利用図，地質図，植生図などの主題図も含まれている。

　（6）　ランドサット写真

　1978年からランドサット写真の収集をはじめ，現在約3，200シーンの写真を蔵している。

収集地域は，濃淡はあるものの，東南アジア全域（とくにインドシナ，タイ，フィリピン

などが多い），インド亜大陸菓半分からバングラデシュ全域，南中国の一部及びH本の一

部である。可能なかぎり2季節以上のシーンを選んでいる。100万分目1の白黒ポジフィ

ルム（バンド4，5及び7）を中心に集めており，必要に応じてジアゾフィルム現像機で

フォールスカラー合成画像をつくり，製版用カメラで拡大カラープリントをつくるなどの

方法で利用されている。

　（7）情報処理

　計算脳室では、研究活動を支援するために、端末装置やパーソナルコンピュータを揃え

ている。所員や外国人研究者が統計処理や文書処理をするために利用するほか，利用に当

たっての相談にも応じている。

　現在計算機室で利用可能な機器としては，
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　（1）大型計算機センターの端末2台

　（2）IBMパーソナルコンピュータ3台

　（3）NECパーソナルコンピュータ3台

　（4）SONYワークステーション1台（電子メール機能が使える）

がある。

　また，計算機室外にも次のような機器がある。

　（1）TOSHIBA携帯型パーソナルコンピュータ4台

　（2）デジタイザ，図面の入力に用いる

　（3）プロッタ，図面の出力に用いる

8．出　版

　東南アジア研究センターにおけるさまざまな研究活動の成果は，センターが刊行する出

版物を通じて発表されている。センターは，1963年以来r東南アジア研究』（年4回刊行）

を出版しているほか，和文・英文の叢書，シンポジウムの報告や科学研究費その他各種奨

学金などによる研究の報告二等を含む報告書シリーズ，リプリント・シリーズ，ディスカ

ッション・ペーパー等を刊行している。また，1979年度以来，センター・ニューズレター

を年2回発行し，研究活動等の広報を行なっている。

　『東南アジア研究』は現在31巻3号（通巻126号）になっており，所収論稿は膨大な数

にのぼる。ng　1号から23巻4号までに掲載された論文，研究ノート，書評などの全ての報

告は，『東南アジア研究』別冊（23巻5号）に総目録として収録されている。また，リプリ

ント・シリーズ，ディスカッション・ペーパーはr昭和62年度版センター要覧』に，叢書，

『東南アジア研究』（24巻1号以降），及び報告書シリーズは第5章「出版目録」にその一

覧を掲げているので，ご参照いただきたい。
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第4章研究スタッフ

　東南アジア研究センターの現職研究スタッフの略歴，現在の研究テーマ，主要な研究業

績などを紹介する。各研究スタッフは，研究部門では生態環境部門，社会生態部門，統合

環境部門，地域発展部門，人間環境部門，地域研究第二客員部門，続いて資料部の順に配

列されており，1．最終学歴，2．学位，3．専門分野，4．現在の研究テーマ，5．略歴，6．主要

な研究業績の順である。

1．研究部門

生態環境部門

高谷　好一

1．　　京心月大学理学部，　1958．

2．京都大学理学信用，1963．

3．　自然地理学

4．東南アジアの自然環境と土地利用

5．1967年，東南アジア研究センターに助手と

　して採用され，同年，助教授，1975年教授に

　昇任。1981年より京都大学大学院農学研究科

　熱帯農学専攻教授を兼任，現在に至る。

　　過去の研究・調査は，農業を対象としてき

　たが，主な海外調査には次のものがある。

　1966～67年タイ中央平原，1968年インド東

　岸，1968～69年タイ中央平原，1970～71年ミ

　シシッピー，アマゾン，ナイル，チグリス・

　ユーフラテス等のデルタ，1972年地中海水田

　地帯，1973年イラワジ・デルタ，1974年東北

　タイ，1975年ネパール，1976年ビルマ，1978

　年フィリピン，同年スマトラ，1980～81年ス

　ラウェシ，1982～83年スリランカ，1984年ス

　マトラ，1986～87年マダガスカル，1988年メ

　ラネシア，1990年中国南部，1991年中国西

部。1992年　a　一　Pッパ，1993年地中海。

6．（1）　「水田が拓かれるとき」佐原真（編）『豊

　　饒の大地』集英社，1986．

　（2）　“Sago　Production　at　Desa　Tanjung，

　　Riau，　Sumatra，　”　Proceedings　of　3rd　Sago

　　SymPosium，　Tokyo，　1986．

　（3＞　「熱帯多雨林沿岸部の生活」『東南アジ

　　ア研究』24（3），1986．

　（4）　「アジア稲作の生態構造」渡部忠世・福

　　井捷朗（共編）『稲のアジア史』第1巻，

　　4、学館，　1987．

　㈲　「東南アジア大陸部の稲作」渡部忠世・

　　高谷好～（共編）『稲のアジア史誰第2巻，

　　小学館，1987．

（6）　Agrionltural　DeveloPment　of　a　TroPical

　Delta，　University　of　Hawaii　Press，

　　Honolulu，　1987．

（7）　「ロンボク島の高地の伝統稲作」（共著）

　　『東南アジア研究』26（1），1988．

（8）　Madagascar　PersPective　from　the　Malay

　　四rorld（編）（文部省科研費報告書），1988．

（9）　『水田遺構集成』（編）（文部省科研費報

　告書），1988．

⑯　『転統農業フィールドノート集』第一

　巻，（共著）農耕文化研究振興会，1988．
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⑪　　「掛け流し傾斜水田の事例」『農耕の技

　術』IL　1988．

鱒　『マングローブに生きる』（NHKブッ

　クス），1988．

⑯　「新生態史観モデルを求めて」『中央公

　論』　4月号，　1989．

⑯　『コメをどう捉えるのか』（NHKブッ

　クス），1990．

㈲　「文化流とその培地」矢野暢（編）『東

　南アジア学の季法』（講座・東南アジア学

　第1巻）弘文堂，1990．

㊨　　「東南アジア史のなかの生態」石井米雄

　（編）r東南アジアの歴史』（講座・東南ア

　ジア学第4巻）1991．

（10　“People　and　Settlement　in　Tropical

　Lowland，　with　Special　Reference　to　Their

　Unstability，”『東南アジア研究』28（4），

　1991．

㈲　「東アジアから見た日本の初期稲作」『季

　刊考古学』第37号，1992．

⑯　　「太唐米に海域世界をみる」大林太良他

　（編）擢海と列島の文化』第10巻，小学館，

　1992．

鋤　窪新世界秩序を求めて』中公新書，1993．

古川　久雄

1。京都大学農学部，1963．

2．京都大学農学博士，1973．

3．　熱帯農業環境

4．（1）東南アジア低湿地の利用と保全

　（2）アジア伝統農業の生態構造

　（3）近代の生態支配

5．1967年，京都大学農学部助季に採用され

　る。1978年，東南アジア研究センター助教

　授，1989年同教授に昇任，現在に至る。1981

　年より京都大学大学院農学研究科熱帯農学専

　攻助教授，1989年より同教授を兼任。

　　1963年以降，以下の諸国にて水田土壌の調

　査を行う；1963～64年タイ，1964～65年タ

　イ，マレーシア，1970年インドネシア（ジャ

　ワ），1978年韓国。さらに，1978年南スマト

　ラ，1979年ジャワ島，1980～81年，南スラウ

　ェシ，1983年，スマトラ東岸低湿地帯，1984

　年，リアウなど，インドネシア各地で農業景

　観の変貌等について調査に従事。1981～82年

　にはIRRIにて，カガヤソ渓谷における多

　毛作当の調査を行う。また，1982年には南イ

　ンド，スリランカでも農業景観の変貌につい

　て調査を実施した。1985年，1987年，東北タ

　イの塩類土壌調査。1986年，マダガスカル，

　1988年，メラネシアでマレー型農耕文化の系

　譜を研究。1989年，インドネシア低湿附置

　査，同じくイラン，トルコ乾燥地帯稲作調

　査。1990，1991年度，中国の農業生態史調査

　を華南から雲貴高原，薪彊，内蒙古の広域に

　おいて行なった。1992年度には海域世界の地

　域間比較研究のためにバルト海，北海地域の

　生態的調査を，1993年目は地中海の生態的野

　査を行なった。

6．（1）　「近畿地方低地部における土壌の分布鋼

　　および分布単位に関する事例研究」¢ペド

　　ロジスF』20，1976．

　（2）　「南スラウェシの稲作景観」窪東南アジ

　　ア研究』20（1），1982．

　（3）　「ルソン島の陸稲栽培」『農耕の技術』

　　5，　1983．

　（4）　“Land　Use　and　Soil　Catena　in　Jenepon－

　　to　Area　of　South　Sulawesi，”『東南アジア

　　研究』20（4），1983．

　（5）　「愛知川扇状地の土壌層序」1，皿（共

　　著）『ペドロジス増27，1983；29，1985．

　（6）　「バタソハリ川流域低湿地の農業景観

　　王．地形と層序」（共著）「同　皿．農業景

　　観の展開」『東南アジア研究』23（1），1985；

　　24（1），　1986．

　（7）　“Stratigraphic　and　Geomorphic　Studies

　　of　Peat　and　Giant　Podzols　in　Brunei　1．

　　Peat，∬．Giant　Podzols，”『ペドロジスト』
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　32，　1988，

（8）　「小区画水田の系譜一一オアシス農耕文

　化の道」（科学研究費報告書）東南アジア

　研究センター，1988．

⑨　　「マダガスカル乾燥地帯の土地利用」『東

　南アジア研究蕾26（4），1989．

（1o）　“Salt　and　Sinkhole－Corrosion　as　a

　Principal　Factor　Governing　Topography

　and　Mass　Movement　in　Northeast

　Thailand一”（共著）『東南アジア研究』27

　（1），　1989．

⑪　　「農耕文化の伝播と適応」矢野暢（編）

　『東南アジア学の手法』（講座・東南アジ

　ア学第1巻）弘文堂，1990．

㈱　「大陸と多島海」高谷好一（編）『東南

　アジアの自然』（講座・東南アジア忘八2

　巻）弘文堂，1990．

⑯　匡ジャワ・マドゥラ古代遺跡・遺物厨録』

　深見純生（訳）・吉馴久雄（校訂・編），京

　都大学東南アジア研究センター，1991．

pm　“Genealogy　of　Minature　Wet　Rice

　Fields－The　Spread　of　Oasis　Culture，”

　『東南アジア研究』28（4），1991。

㈲　「マライシアの農耕系譜」『東南アジア

　研究』29（3），1991．

鱒　『インドネシアの低湿地』勤草書房，

　1992．

⑰　r中国先史・古代農耕関係資料集成』（共

　編）東南アジア研究センター，1993。

⑯　　「現地調査一歩く・見る・聞く」矢野暢

　（編）『地域研究の手法』（講座・現代の地

　域研究第1巻）弘文堂，1993．

⑲　　「自然と人間の共存」矢野暢（編）『地

　域研究のフロンティア』（講座・現代の地

　域研究第3巻）弘文堂，工993，

㈲　　「近代化の功罪」矢野暢（編）『地域研

　究と発展の論理』（講座・現代の地域研究

　第4巻）弘文堂，1993．
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山田 勇

1．京都大学農学部，1966．

2．京都大学農学博士，1979．

3．森林生態学

4．（1）東南アジア熱帯多雨林の森林構造

　（2）地球生態系における東南アジアの位置づ

　　け

　（3）熱帯林生態系における人と自然のかかわ

　　り

5．1975年，東南アジア研究センターに助手と

　して採用される。198G年農林水産省関西林木

　育種揚，1981年同関東林木育種場室長をへ

　て，1988年より，東南アジア研究センター助

　教授。京都大学大学院農学研究科熱帯農学専

　攻助教授を兼任。

　　1965年以降，以下の海外班究活動を行う。

　1965年目イ，カンボジア，マレーシアの植物

　調査，1968～70年インドネシアの森林調査，

　1976年インドネシアの森林調査，1977年タ

　イ，マレーシア生態調査，1978年フィリピン

　生態調査とインドネシア調査，1979年北米山

　林調査，1982，1983，1984～87年までブルネ

　イ森林調査，1988年北米及び中米の森林調

　査，1988～89年パプアニュ一跡＝ア，インド

　ネシアの低湿地調査，1990年タイ，イソドネ

　シア，中国，1991年マレーーシア，タイ，ラオ

　ス，中国の生態調査。1992年アマゾン，マ

　レーシア，インドネシア，1993年アマゾン，

　マレーシア，インドネシア，フィリピン。

6．（1）　r伐採跡地の植生遷移」（共著）『一次生

　　産の場となる植物群集の比較班究』，1968、

　（2）　“Forest　Ecological　Studies　of　the　Mon－

　　tane　Forest　of　Mt．　Pangrango，　West

　　Java（工）　Stratification　and　Fioristic　Com・

　　position　of　the　Montane　Rain　Forest　near

　　Cibodas，”『東南アジア研究』13（3），1975．

　（3）　“1司（皿）　Strati且cation　and　Floristic

　　Composition　of　the　Forest　Vegetation　of



　the　Higher　Part　of　Mt．　Pangrango，”『東

　南アジア研究』13（4），1976．

（4）　“同（皿）　L三tter　Fall　of　the　Tropical

　Montane　Forest　near　Cibodas，”『東南ア

　ジア研究』14（2），1976．

（5）　“同（IV）Floristic　Composition　along

　the　Altitude，”『東南アジア研究』15（2），

　玉977．

（6）　『熱帯の有用樹種』（共著）熱帯農学研

　究センター，1978．

（7）　“Ecological　Study　of　Mangrove　and

　Swamp　Forests　in　South　Sumatra，”（共著）

　in　South　Sumatra，　Man　and　Agriculture，

　1980．

（8）　「西ジャワパングランゴ山山地林におけ

　る落葉落枝などの季節変化」『東南アジア

　世界』創文社，1980，

（9）　「熱帯林の現状からみた林木育種のあり

　方」r林木の育種工特別号，1982．

⑬　「東南アジアの低湿地林1．マソグロー

　ブ」『東南アジア研究』2王（2），1983．

⑪　「同2．マングμ一一ブの分布」『東南ア

　ジア研究』21（3），1983。

（1Z　「同3．淡水湿地林」『東南アジア研究』

　21（4），　1984．

（13　「同4．泥炭湿地林」『東南アジア研究』

　22（2），　1984．

㈲　「東南アジアの低湿地」（共著）農林統

　計協会，1986．

ee　RePort　on　the　Forest　ResearcJt　in　Negara

　Bntnei　Darassalam　from　1984　through

　1986，　JICA，　1987．

＠　The　Changr’ng　Pattem　of　Ventcal

　Statification　along　an　Altitzedinal　Gradient

　of　the　Forests　of　Mt．　Pangrango，　VVest　fava，

　Kluwer，　1990．

⑯　　「多雨林の世界」高谷二一（編）『東南

　アジアの自然』（講座・東南アジア学第2

　巻）弘文堂，1990．

⑱　f東南アジアの熱帯多雨林世界』創文

　社，玉991．

㈲　　『熱帯四二を考える』（共編著）人文学

　院，1992．

㈲　　「世界の森林と地球環境」渡部忠世（編

　著）r現代の農林水産業』放送大学教育振

　興会，1993．

阿部　健一

1．京都大学農学部，1984．

2．京都大学農学修士，1986，

3．森林生態学

4．（ユ）樹上性節足動物群集の比較研究

　②　淡水湿地林・マングローブ林の生態

5．1989年，東南アジア研究センター二季に採

　用され，現在に至る。1981～1983年，サバ州

　立森林研究所にて，森林昆虫の個体群動態調

　査。以後1985年サバ，1986年マルク，1988年

　タイ及びジャワ・パリで樹上性節足動物の調

　査を行なった。ほかに1985年と1986年にジャ

　ワ島で村落調査に従事し，1987年海南島，

　王988年スマトラ・タイで伝統的森林利用の調

　査，1990年と1991年には中国の森林・林業事

　情に関する広域な調査を行なっている。また

　1990年以降，スマトラ・リアウ州において泥

　炭湿地林の調査を続けている。

6．（1）　“Plantation　Forest　Pests　in　Sabah，”

　　FRC　Publication　No．　8，　Sandakan，　Sabah，

　　1983．

　（2）　“Comparative　Study　on　Arboreal　Ar－

　　thropod　Communities　in　Contrasting　Tropi－

　　ca1　Forests，　”京都大学農学研究科修士論

　　文，1987．

　（3）　“Reproductive　Behavior　of　the　Albizia

　　Borer，　Xystrocera　festiva（Coleoptera：

　　Cerambycidae）”（共著），　in　Studiesげ伽

　　Behavior　and　the　Life－cycle　Strategies　ofAr－

　　boreal　fnsects　in　the　“Ertemid　TroPics，

　　Kyoto　University，　1987．
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（4）　「プカランガン内での農業生産」『東南

　アジアにおける「地域農業」の開発に関す

　る研究』総合研究開発機購，1987．

（s）　“Arbereal　Arthropod　Comrnunity　of

　Mangrove　Forest　in　Ha1mahera，　ln－

　donesia，”　in　Biological　System　of　Man－

　grove，　a　RePort　of　East　indonesian　Mangrove

　ExPedition，　Ehime　University，　1988．

（6）　「スマトラ泥炭湿地林の近代一試論一」

　『東南アジア研究』31（3），1993．

社会生態部門

坪内　良博

1
2
3
4
5

京都大学文学部，1960．

京都大学文学博土，1970．

社会学，人口学

東南アジアの社会と人口

1966年，東南アジア研究センター助手。

　1970年，同助教授，1982年，同教授。

　1968～69年，プリンストン大学などで人口学

　に関する研修。東南アジア各地（とくにマ

　レーシアおよびインドネシア）において現地

　調査に従事する。

6．（1）　『離婚一一比較社会学的研究』（共著）

　　守旧社，1970．

　（2）　「東海岸マレー農民における土地と居

　　住j『東南アジア研究』10（め，1972．

　（3）　「クランタソの農村におけるポンド（嵜

　　宿宗教塾）」『東南アジア研究』11（2），

　　1973．

　（4）　「マレー農村におけるイスラームと離

　　婚」『東南アジア研究』13（1），1975．

　（s）　“Marriage　and　Divorce　arnong　Malay

　　Peasants　in　Kelantan，”　Joumal　of

　　Southeast　Asian　Stuaies（Singapore），　6

　　（2），　1975．

　（6）　『マレー農村の研究』（共編著）創文社，

　　1976．
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（7）　“lslam　and　Divorce　arnong　Malay

　Peasants，”　in　S．　lchimura（ed．），　Southeast

　Asia：　Nature，　Soct’ety　and　Develop7nent，

　University　Press　of　Hawaii，　Honolulu，

　1977．

㈲　r核家族再考一マレー人の家族圏』（共

　著）弘文堂，1977，

⑨　「日本人の眼からみたインドネシア人勤

　労者」『東南アジア研究』15（2），1977．

⑩　「コムリン川流域およびムシ川下流血に

　おける集落形成史」陳南アジア研究護17

　（3），　1979．

（ll）　Three　Malay　Villages：ASociology　ofPad一

．のGrowers　in凧est　1吻勿s毎，（共著）

　University　Press　of　Hawaii，　Honolulu，

　1979．

Q2　“On　the　High　Population　Growth　Rates

　of　the　Past　in　South　Sumatra，　t「（共著）『東

　南アジア研究塁19（1），1981．

ca　“Traditional　Mjgration　Patterns　in

　Southeast　Asia　and　Their　Surviva1，”ノbur－

　nal　of　PoPulation　Studies　Uinfeogaleu

　Kenfeyu），　6，　1983．

⑯　「東南アジアにおける人口と伝統的基礎

　社会の性格　　花心部を中心として」『東

　南アジア研：究』21（1），1983．

⑮　　「東南アジア島織部におけるr小国』の

　存在形態に関するノート」『東南アジア研

　究』22（1），1984。

㈹　『東南アジア人口民族誌』動草書房，

　1986．

㊥　　「マレー農村人口の変動的性格について

　一クラソタン・ガmック村開拓後史」『東

　南アジア研究藷25（3），1987．

㈹　il東南アジアの社会』（講座・東南アジ

　ア加島3巻）（編著）弘文堂，1990．

（1＄　“A　Re－examination　of　Rafles’s　Statis－

　tics　on　the　Population　of　Java　in　the　Early

　Nineteeflth　Cen雄rア，”『東南アジア研究』



　28（4），　1991．

㈲　「マレー農村の20年一人口と家族の変

　化を中心に一一」『東南アジア研究』30（2），

　1992．

前田　成文

1．京都大学文学部，1963．

2．　シカゴ大学Ph．　D．（人類学），1974．

3，文化人類学

4，（1）マレー世界の社会と文化（とくに種族間

　　の共生をめぐって）

　（2）社会システムと生活樵界

5．1964年，マラヤ大学マレー学科に留学。

　1965年初頭にケダー州農村の臨地研究を3カ

　月行なった後，同年7月から翌年5月度でジ

　ョホール州でオラソ・フルの民族誌的研究に

　従事する。1967年から2力年間，マラヤ大学

　において日：本学講座の講師を勤めた後，1969

　年にセンターに奉職。1971年から1年間，マ

　ラ憶測の農村で主として社会経済的なデータ

　に基づいて，家族，世界観の研究を行う。

　1974年から75年にかけて南ベトナムのメコン

　・デルタの農村のリーダーシップの調査。同

　年11月から翌年3月までインドネシア，南ス

　ラウェシの調査。南スラウェシの調査は1980

　年に再び開始し，1984年まで3次にわたっ

　て，主として非ムスリム教徒も住む平地村落

　で調査を継続する。その他，リアウ，スリラ

　ンカ，南インド，マダガスカル，メラネシ

　ア，中国でも短期閤のサーベイを行う。1977

　年から79年にかけてジャカルタの日：本大使館

　に勤務。

6．（1）　「マレー半島におけるジャクソの親族名

　　称」『東南アジア研究』4（5），1967．

　②　「マラヤ原住畏の経済生活」『アジア経

　　済』　IO（5），　1969．

　（3）　“The　Aftereffects　of　Hajj　and　Kaan

　　Buat，　”　foumal　of　Sozetheast　Asian　Stud－

　　ies（Singapore），6（2），　1975．

（4）　“Family　Circle，　Community　and　Nation

　in　Malaysia，”　Current　AnthroPology，　16，

　1975．

⑤　fマレー農村の研究護（共編著）創文社，

　1976．

⑥　「コミュニティ宗教におけるシソボリズ

　ム」『東南アジア研究』14（3），1976．

⑦　『核家族再考　　マレー人の家族圏』（共

　著）弘文堂，1977．

（8）　“The　Malay　Famiiy　as　a　Social　Circle，　”

　『東南アジア研究』16（2），1978．

⑨　「屋敷地共住集団と家族圏」（共著）『東

　南アジア研究』18（2），1980．

㈹　「生活環境と社会組織一一南スラウェシ

　の一山村誌」『東南アジア研究』20（1），

　1982．

⑭　　「稲作儀礼雑観」渡部忠世（編）r南西

　諸島農耕における南方的要素書誌都大学東

　南アジア研究センター，1982．

（12　“A　Melakan　Farming　Village，”　in　P．

　Wheatley　and　K．　S．　Sandhu　（eds．），

　Melaka：　Tlie　Transformation　of　a　Malay

　CaPital　c．　1400－1980，　Oxford　University

　Press，　1983．

⑯　「マレーシアの家族」原ひろ子（編）『諸

　文化と家族毒至文堂，1983．

⑭　「差異の文化論」石井米雄（編）『差異

　の事件誌　　植昆地時代の異文化認識の相

　克』湘南堂，1984．

⑯　「世帯と親族」石井米雄（編）ll東南ア

　ジア世界の講造と変容毒創文社，1986，

㈹　f東南アジアの組織原理』動草書房，

　1989．

eO　“Household　and　Religion：The　Problen

　of　ldentity　in　a　Bugis　Community，”『東南ア

　ジア研究』28（4），1990，

⑱　『東南アジアの文化』（講座・東南アジ

　ア学第5巻）（編著）弘文堂，1992．

⑲　　「国家・言語・宗教・慣習」中野秀一郎
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　（編）ガェスニシテgの社会学』世界思想，

　1993．

㈲　「マレー世界の対人主義と日本の間人主

　義」浜口恵俊（編）粕本型モデルのメリ

　ットとデメリッ隠新曜社，1993．

加藤　　剛

1．一橋大学社会学部，1966．

2，　コーネル大学Ph，　D．，1977．

3，比較社会学

4．（D　植民地主義との遭遇：聞き取り法に基づ

　　く村落レベルの社会史の再構築

　（2＞東南アジア都布の生活世界＝歴史人類学

　　的接近

　（3）　ミナンカバウ母系制社会の変容：西スマ

　　トラ，クアソタン，ヌグリ・スンビランの

　　比較研究

5．1977年，上智大学外国語学部比較文化学科

　講師に採用される。1979年，東南アジア研究
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　事。1983年，タイ，フィリピン，インドネシ

　ア，1984～85年，インドネシア，1986～87

　年，タイ，1988年，インド，インドネシア，

　1989年，モロッコ，インドネシア，1990年中

　国，1991年マレーシア，92年東欧諸国におい

　て現代国家論に関する調査を行う。

6．（1）　“Fungsi　Taman　Siswa　Dalam　Per－

　　geral〈an　Nasional　lndonesia　Khususnya

　　Dalam　Tahttn　Tigapuluhan，　”　Pv｛sara，　40

　　（7），　1970．

　②　「スカルノとバッタの論争」解東南アジ

　　ア研究』9（1），1971。

　（3）　「サミソ運動とインドネシア民族主義」

　　『東南アジア研究』9（2），1971．

　（4）　「スカルノ研究の視角についての一試論

　　一一ジョン・レッグ著『スカルノ伝2を手

　　掛りとして」『アジア経済』15（12），1974。

　㈲　「南方関与の理論的枠組について」衛藤

　　藩吉（編）『日本をめぐる文化摩擦』弘文

　　堂，1980．

　（6）　『インドネシア民族主義研究一タマγ

　　・シスワの成立と展開』呪文社，1982．

　⑦　　「インドネシアにおける政治と言語一一



　バ・スロ事件の文化論的考察」『国際政治』

　74，　1983．

（8）　「ジョクジャカルター中部ジャワにお

　けるくみやこ〉の成立と展開」『東南アジ

　ア研究』21（1），1983．

（9）　「カルティニの心象風景」『東南アジア

　研究』22（1），1984．

⑩　「19世紀ジャワ文化論序説　　ジャワ学

　とロソゴワルシトの時代」土屋健治・白石

　隆（爽編）『東南アジアの政治と文化』東

　京大学出版会，1984．

（11）　「『ニャイ・ダシマ物語』論」f東洋文イ魔

　67，　1987．

㈱　　「タマソ・シスワとインドネシア現代政

　治」『東南アジア研究』24（3），1987．

（13　Democraay　and　Leadership’　The　Rise　of

　the　Taman　Siswa　Movement　in　lndonesia，

　University　of　Hawaii　Press，1988．　（Trans－

　lated　by　Peter　Hawkes）

⑭　　「インドネシアの社会統合一フロンテ

　ィア空間についての覚え書き」平野健一

　郎，山影進，岡部達味，土屋健治『アジア

　における国民統合一一歴史・文化・国際関

　係』東京大学出版会，1988．

⑯　「開発の時代の『国学』一インドネシ

　アのパンチャシラ論」岡部達味（編）

　『ASEANにおける国民統合と地域統合』

　日本国際問題研究所，1989．

⑱　『東南アジアの思想』（講座・東南アジ

　ア学第6巻）（編著）弘文堂，1990．

⑭　「カルティニの風景」めこん，1991，

（1＄　“Popular　Literature　and　Colonial　So－

　ciety　in　Late－Nineteenth－Century　Java

　　　Cerita　IVyai　Dasi？na，　the　Macabre

　Story　of　an　Englishman’s　Concubine，”『東

　南アジア研究』28（4），1991．

　（19）　Demoferasi　dan　KePemimPinan，

　Kebangkitan　Gerafean　Taman　Siswa．　（trans．

　by　H．　B．　Jassin），　Balai　Pustaka，　Jakarta．

　1992．

㈲　「アルマナック・ムラユ論」『東南アジ

　ア研究』30（2），1992．

玉田　芳史

1
2
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　の助手に採用され，

　助教授を経て，

　ター助教授に転任，現在に至る。

　　1983年12月～85年10月タイのチュラーロン

　コーン大学政治学部に留学。1987年，1988

　年，1990年，1991年目それぞれ2週間ほど，

　そして1992年に6ヵ月ほどタイにおいて調査

　や資料収集を行なった。

6，（1）　「タイの地方における実業家と官僚（1）

　　（2）」　『法学論叢』　121（1），　（4），　1987．

　（2）　「タイにおける実業家政党と軍：首相府

　　令66／2523を中心として」『東南アジア研究』

　　26（3），　1988．

　（3）　「タイにおける1912年反乱計画：5世王

　　による改革の問題点」『愛媛法学会雑誌』

　　15（3　・4），　1989．

　（4）タック・チャルームティアロソ著『タ

　　イ：独裁的温酒主義の政治』（翻訳），井村

　　文化事業社，1989．

　（5）　「東南アジアの政治」岡本幸治・木村雅

　　昭（編著）『現代政治を解読する』ミネル

　　ヴァ書房，1990．

　（6）　“ltthiphon　and　Amnat　An　lnformal

　　Aspect　of　Thai　Politics，”『東南アジア研

　　下層28（4），王991．

　（7）　「タイのクーデタ，1980～1991年：軍の

　　同期生，内部弓造，対政府関係」『東南ア

　　ジア研究』29（4），1992．

　⑧　「官僚制の近代化：タイの事例」矢野錫

京都大学法学部，1981．

京都大学法学修士，1983．

比較政治学

タイの現代政治と政治史の研究

1987年愛媛大学法文学部の国際関係論担当

　　　　　　　1988年同講師，1989年同

　　　　　　1990年東南アジア研究セソ
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（編）霧東南アジアの政治』（講座・東南ア

ジア学第7巻）弘文堂，1992．

西村　重夫

1．広島大学教育学部，1974．

2．伝島大学教育学下土，1978．

3．比較教育学

4．（i＞インドネシアとマレーシアの国民統舎と

　　教育

　（2）東南アジアのイスラーム教育

5．　1976～77年，インドネシア・バンドゥン教

　育大学に留学。1979年，美作女子大学短期大

　学部講師。1982年，美作女子大学講師。1983

　年，同大学助教授。1984年，九州大学教育学

　部附属比較教育文化研究施設講師。1988年，

　同研究施設助教授。1992年，東南アジア研究

　センター助教授に配置転換になり、現在に至

　る。1986～87年，バンドゥンにおいてパンチ

　ャシラ道徳教育の研究，1989年，イソドネシ

　アとマレーシアにおいてイスラーム教育に関

　する比較研究，1991年カリマンタンにおいて

　国民統合と教育に関する研究などに従事。

6．ω　rインドネシアの学校」沖原豊（編）『世

　　界の学校』有信堂，1981．

　（2）　「インドネシアにおける教育目的の変遷

　　に関する一考察」il美作女子大学・美作女

　　子大学短期大学部紀要』28，1983．

　（3）　「インドネシア」陣部門（編）解世界の

　　幼児教育1．アジア』日本らいぶらり，

　　1983．

　（4）　「インドネシアの独立戦争期における教

　　育政策の成立過程」『九州大学比較教育文

　　化研究施設紀要』36，王985．

　（5）　「パンチャシラ道徳教育の成立と発展」

　　『日本比較教育学会紀要灘12，1986．

　（6）　「パンチャシラ道徳教育の構造」『九州

　　大学比較教育文化研究施設紀要』37，1986，

　（7）　「パンチャシラ道徳教育の諸相」『九州

　　大学比較教育文化研究施設紀要』38，1987．

34

（8）　「インドネシアの教育における伝統と革

　新」権藤与志夫・弘中和彦（編）『アジア

　の文化と教育』九州大学出版会，1987．

⑨　「パンチャシラ道徳教育の方法論」＄九

　州大学比較教育文化研究施設紀要』39，

　1988．

（1　O）　“Perbandingan　Pendidikan　Moral　di　ln－

　donesia　dan　Jepang，”　Mi？nbar　Pendidikan，

　8（3），　1989．

⑳　　「インドネシアにおけるイスラーム教育

　の北区　　小学校用教科書の内容分析を中

　心として一」『九州大学教育学部紀要（教

　育学部門）』34．1989．

㈱　　「マレーシアにおけるイスラーム教育の

　構造一様学校用教科書の内容分析を中心

　として一」『九州大学比較教育文化研究

　施設紀要』40，1989．

（i3　「国民教育の発展戦略」馬越徹（編）『現

　代アジアの教育』東信堂，1989．

⑭　「インドネシアー一多様性の中の統一を

　めざす教育一」馬越徹（編）『現代アジ

　アの教育』東儒堂，1989．

⑮　　「国民教育一パンチャシラ道徳教育へ

　の展開をめぐって」土屋健治（編）『東南

　アジアの思想』（講座・東南アジア藩中6

　巻）弘文堂，1990．

⑯　「インドネシア人の留学」権藤与志央（編）

　『世界の留学』東信堂，　1991．

⑭　　「インドネシアにおける国民教育制度改

　革の構図」『九州大学比較教育文化研究施

　年紀要目42，1991，

⑱　rカリマンタン（ボルネオ）にみる国民

　統合の教育」『東洋大学アジア・アフリカ

　文化研究駈研究年報』26，1991．

㈱　「日本占領期インドネシアの地方教育」

　　『国立教育研究所紀要』121，　1992．

㈲　「世界の各国における道徳教育」押谷由

　夫・内藤俊史（編）『道徳教育毒ミネルヴ

　ァ書房，1993，
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京都大学法学部，1984．

京都大学法学修士，1986．

政治学

ベトナム戦争

1987年，東南アジア研究センター助手に採

　用され，現在に至る。1989年8月から11月に

　かけて，タイにおいて第ご次世界対戦後の東

　南アジア大陸部諸国における政治発展と革命

　運動に関する現地調査に従事した。

6．（1）　「『政治的軍隊』と『非政治的職業軍隊』

　　一フランス革命初期軍隊問題の一考察（1）」

　　『法学言会r叢』　122　（1），　1987．

　（2）　「『政治的軍隊』と『非政治的職業軍隊』

　　一一フランス革命初期軍隊問題の一考察（2）」

　　『法学論叢』　123　（2），　1988．

　（3）　「冷戦と東南アジア」矢野暢（編）『東

　　南アジアの国際関係』（講座・東南アジア

　　学頭9巻）弘文堂，1991．

地域発展部門

吉原久仁夫

1。カリフォルニア大学（バークレー校），

　1966．

2。カリフォルニア大学Ph．　D．（経済学：），

　1966．

3，経済学

4，東南アジアにおける資本主義世界

5．　ミシガン大学経済学部助教授（1966～69年差

　を経て，1969年，東南アジア研究センター助

　手として着任，1971年，同助教授，1987年，

　同教授に昇任，現在に至る。

　　この間，1970～71年，1981～82年，および

　1992年フィリピン大学経済学部；1973～74年

　シンガポール大学経済学部；1976～77年スタ

　ンフォード大学経済学部；1982～83年タマ

　サート大学経済学部；1987年マラヤ大学経済

　学部；および1993年ベトナム社会科学院世界

　経済研究所で客員教授として経済発展論を講

　回する。

6．（1）　“Demand　Functions：　An　Application　to

　　the　Japanese　Expenditure　Pattern，”

　　Econometn’ca，　37（2），　1969．

　（2）　“Long－term　Models　of　the　Japanese

　　Economy，”『季刊理論経済学毒20（3），

　　1969．

　（3）　“The　Problem　of　Accounting　for　Pro－

　　ductivity　Change　in　the　Construction　Price

　　Index，”（共著）four・nal　of　the　American

　　Stadstical　Association，　66（333），　1971．

　（4）　“Productivity　Change　in　the　Japanese

　　Economy，1905－65，”（共著）『季刊理論1経：

　　済学』　23（1），　1972．

　（5）　「シンガポールの工業化と米系企業」『東

　　南アジア研究』12（4），1975．

　（6）　「シンガポールの工業化における外資系

　　企業と民族系企業」『東南アジア研究』13

　　（2），　1975．

　（7）　Foreign　lnvestment　and　Domestic　Re－

　　sponse；　A　Study　of　Singmpore　’s　industrializa－

　　tion，　Eastern　Universities　Press，　Singa－

　　pore，　1976．

　（8）ノ砂α7ZθS81zvestmθnt　in　Southeast　Asia，

　　University　Press　of　Hawaii，　Honolulu，

　　1978．

（9）　「野村財閥の南方事業」『東南アジア研

　　究』19（3），1981．

（10」　Sogo　Shosha：　TJie　Vangrtard　of　the

　faPanese　Economy，　Oxford　University

　　Press，　Tokyo，1982．（インドネシア語，ベ

　　トナム語に翻訳出版）

⑪　　“Business　Groups　in　Thailand，”（共著）

　　Research　Notes　and　Discussion　Paper　No．

　　41　（lnstitute　of　Southeast　Asian　Studies，

　　Singapore），　1983．

（IZ　faPanese　Economic　DeveloPment：　A　Short
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　Introduction，　3rd　ed．，　Oxford　University

　Press，　Tokyo，1994．（第2版はインドネシ

　ア語，タイ語，ラオス語，ベトナム語，タ

　ガログ語，中国語に翻訳出版）

pm　PhiliPPine　lndustriali2ation：　Foreig7z　and

　Domestic　CaPital，　Oxford　University　Press，

　Singapore，　1985．

⑯The　1～ise（ゾErsatg　Capitalism　in

　So”theast　Asia，　Oxford　University　Press，

　Singapore，1988．（インドネシア語，タイ

　語，タガログ語に翻訳出版）

pm　Oei　Tiong　Ham　Conce27i：　Tlie　First

　Business　Empire　in　Southeast、Asia，（編）

　CSEAS，1989．（インドネシア語に翻訳出

　版）

pm　Thai　PercePtions　of　faPanese　Moderniza－

　tion，（編）K：uala　Lumpur，　Falcon　Press，

　1989．

（10　“Thailand：　lndustrialization　without

　Development，”（共著）Etzst∠Asian　Cultu・

　ral　Studies，　28　（March）　，　1989．

㈹faPan　in　Thadend，（編）Kuala　Lumpur，

　Falcon　Press，　1989．

⑲　『東南アジアの経済諺（講座・東南アジ

　ア学第8巻）（編著）弘文堂，1991．

eo）　The　Nation　and　Economic　Growth：　the

PhilipPiftes　and　Thailand，　Oxford　Universi－

　ty　Press，　Singapore，　1994．

海田　能宏

1．京都大学農学部，1962．

2．京都大学農学博士，1970．

3．農村開発論，熱帯農業水文学

4．（1）アジア農村開発論

　②　農業発展の水文環境的基盤

5．1967年，京都大学助手（農学部）に採用さ

　れ，1969年，東南アジア研究センターへ配置

　換え。1974年同助教授，1984年同教授に昇

　任。同年から京都大学大学院農学研究科熱帯
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　農学専攻教授を，さらに1993年から同人間・

　環境学研究科地域研究専攻教授を兼任。

　　もともと襲業水利学・灌概排水学を奪攻し

　たが，1969年東南アジア研究センターにうっ

　ってからは，水文環境，農業生態，農村開発

　などへと関心を広げ，臨地調査を続けてい

　る。現在までに調査した地域は中部タイとく

　にチャオプラヤーデルタ，イラワディーデル

　タ，メコンデルタ，カンボジア氾濫原，南ス

　マトラ海岸低地，ルソン平野，チェンマイ盆

　地，東北タイ・ドンデーン村，中部ジャワお

　よびバリ，バングラデシュのベンガルデル

　タ，ナイルデルタ，インダスデルタのパンジ

　ャブ地：方，中国雲南から西双班納，中国広東

　デルタ，それにイスラエル，中・東欧，地中

　海沿海域などである。臨地調査の経験は長短

　合わせると50回延9年6ヵ月に及ぶ。

　　とりわけ関心を寄せたのは，チャオプラ

　ヤーデルタ，メコンデルタ，カンボジア氾濫

　原などにおける稲作地の水文環境研究，東北

　タイ・ドンデーン村研究，それに1985年以来

　組織しつづけているバングラデシュの5地域

　8力村を対象にした「農村開発実験」研究で

　ある。これは，日本とバングラデシュの研究

　者による長期の共同作業である。21世紀のア

　ジアの農村のあるべき姿を求めて，「風土の

　工学」をキーワードとするような地域発展へ

　のアプローチを模索している。

6．（1）　“Pioneer　Settlement　and　Water　Con－

　　trol　Developrnent　in　the　West　Bank　Tract

　　of　the　Lower　Chao　Phraya　Delta－Water

　　Conditions　in　the　Deltaic　Lowland　Rice

　　Fields（皿），”『東南アジア研究』11（3），

　　1974．

　②　「メttンデルタ稲作農業の自然環境とデ

　　ルタの開発構図」『東南アジア研究』13（1），

　　1975．

　（3）　“Agro－hydrologic　Regions　of　the　Chao

　　Phraya　Delta，”　in　S．　lchimura　（ed．），



　SoutheastAsia：　Nature，　Society　and　DeveloP－

　ment，　University　Press　of　Hawaii，

　Honolulu，　1977．

（4）Pa　1レ勧g　OPtimization　and　Downst「eam

　Effects　Study，　Main　RePort，　Report　of

　Mekong　Secretariat，　MKG　45，　Rev．　1，　1978．

（5）　“Effect　of　Mekong　Mainstream　Flood

　Regulation　on　Hydrology　and　Agriculture

　in　the　Cambodian　Lowland（1）：　Rice

　Culture，”『東南アジア研究』16（4），1979．

⑥　「メコンをデザインする」松田松二（編）

　『自然とむすぶ文化』共立出版，1980．

（7）　「熱帯アジアの伝統的農業水利技術」『農

　三二圭二木学会誌露　51（1），　1983．

（8）　A　Rice－Growing　Village　Revisited：　An

　Integrated　Study　of　Rural　DeveloPment　in

　Northeast　Thailand　（An　lnterim　Report）　，

　（共編著）CSEAS，　Kyoto　Univ．，1983．

〈9）　“Hydrology　of　Rice　Land，　”　in　Soil　Prob－

　lems　in　Rice　Based　CroPPing　Systems，　lnter－

　national　Rice　Research　lnstitute，　1985．
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5．1987年東南アジア研究センター助手に採用

　され，現在に踊る。1981年ジャワ島，1983～

　84年タイ，スリランカ及び南インド，1986年

　ルソン島，1989年イラン，イラク，エジプ

　ト，1990，91年中国において土地・水利用や

　水利開発の調査に従事する。1992～1994年ア

　ジア工科大学乙丸工学経営プログラムに派遣
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　される。

6。（1）　「熱帯農業開発における水田の意義」『農

　　業土木学会誌』　51（1），　1983．

　（2）　℃h．6．Land　and　Water／Kydrography”

　　and　“Ch．8．　Agriculture－Environment　ln－

　　teraction／Water　Stress　and　Rice　Produc－

　　tion，”　in　H．　Fukui　et　al．　（eds．），　A　Rice－

　　Growingレ伽96　Revisited：An　Integrated

　　Sttedy　of　Rural　DeveloPment　in　IVortheast

　　Thailand　（The　Second　lnterim　Report），

　　CSEAS，　Kyoto　Univ．，　1985．

　（3）　「東北タイ・ドンデーン村：稲作の不安

　　定性」il東南アジア研究』23（3），1985．

　（4）　「熱帯モンスーン地域の天水田の農業基

　　盤の研究」東京大学博士論文，1985．

　（5）　「タイ国東北部の天水田の水文環境と水

　　利開発」『拓殖学研究』26，1986．

　（6）　「天水田における土地改良事業の経済効

　　果」『農業土木学会誌』55（9），1987．

　（7）　“Ch．3．　lnstability　of　Rice　Production

　　and　lts　lmplications，”　in　H．　Fukui　et　al．

　　（eds．），　A　Rice－Growing　Village　Revdsited：

　　An　lntegvated　Study　of　Rural　DeveloPment

　　in　Northeast　Thailand　（The　Third　lnterim

　　Report），　CSEAS，　Kyoto　Univ．，　1988．

　（8）　“Rainfed　Rice　Culture　and　Population

　　Growth　一A　Case　Study　at　a　Northeast

　　Thai　Village一，”『東南アジア研究』28

　　（4），　1991．

　（9）　「タイ国東北部における天水農業の現状

　　と今後の展開」『天水委員会現地調査i報告

　　書　　タイ国』農用地整備公団，1991．

　㈹　　「タイ国東北部農村の生業構造に基づく

　　村落類型一ヤソトソ県を対象として」（共

　　著）『東南アジア研究』30（3），1992．

　⑪　「中国の灌滅類型区分試論」古川久雄（編）

　　『ユーラシアの農耕伝播と展開』，東南ア

　　ジア研究センター，1993．

　鈎　　「『火耕水縛』再考」（共著）『史林』76
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　（3），　1993．

pm　“Changing　Features　of　lrrigated

Agriculture　in　the　Chao　Phraya　Delta，

Thailand，”in　Proceeding　of　the　ln　ternational

Conference　on　Environmentally　Sound

　urater　Resources　Utilization　Vol．　ll，　1993．

客農教官

中村　尚司

1．京都大学文学部，1961．

2．京都大学農学博±，1979．

3．　地域経済論，南アジア研究

4．（1）社会経済発展指標の国際比較

　②　スリランカにおける農業水利と農村開発

　（3）社会科学研究の方法と当事者性

5．1961～84年，アジア経済研究所の研究員と

　して南アジア地域研究に従事する。この間，

　1965～69年，スリランカのセイロン大学経済

　学研究科に留学する。1979～81年，スリラン

　カの農業問題研究所において農村開発の研究

　を行う。1984年，龍谷大学経済学部教授に就

　任する。1993年，京都大学東南アジア研究セ

　ンター客員講座教授を併任する。

6．　（1）　Rural　Economy　in　the　PVet　Zone　of

　　Ceylon，　lnstitute　of　Asian　Economic

　　Affairs，　1967．

　（2）　『セイロン経済ハンドブック』日：本国際

　　問題研究所，1968．

　（3）　『共同体の経済構造』（現代経済学叢書

　　第28巻）新評論1975，（1983年に増補版

　　を刊行）．

　（4）　Accrtmulation　and　lnterchange　of　Ltzbor，

　　Institute　of　Developing　Economies，　1976．

　（5）　『地域と共同体』春秋社，1980（1987年

　　に増補版を刊行）．

　（6）　Disintegration　and　Re－integration　of　a

　　Rural　Society　in　the　Process　of　Economic

　　DeveloPment，　lnstitute　for　the　Study　of



　Languages　and　Cultures　of　Asia　and

　Africa，　1982．

（7）　『スリランカ水利研：究序説雲論創社，

　1988．

（8）『豊かなアジア，貧しい目本』学陽書房，

　1989．

（9）奮地域自立の経済学』日本評論社，1993，

㊥　『シンハラ語の特徴』などシソハラ語の

　テキスト3冊（共著）東京外国語大学アジ

　ア・アフリカ虚語文化研究所，1987．

⑯　　『発展途上国の政治経済学』（共著）東

　京書籍，　ユ987．

⑫　　『内発的発展論』（共著）東京大学出版

　会，1989．

⑯　『人類学の知的冒険誰（共著）同：開館，

　1989．

⑯　『人間にとって農業とは』（共著）学陽

　書房，1989．

㈹　　『世界史への問い』第1巻（共著）岩波

　書店，1989，

⑯　　『地球社会の危機と再生』（共著）有信

　堂，1990．

⑭　　『エビの向こうにアジアが見える』（共

　著）学陽書房，1992．

⑱　『地域ダイナミズムの研究』（共著）ミ

　ネルヴァ二三，1992．

⑯　　『発展途上国の環境問題』（共著）アジ

　ア経済研究所，1992．

㈲　～7rban　Health（共著）（科学研究費「重点

　領域研究」報告喜）東京医科歯科大学，

　1993．

五島　文雄

1．東京外国語大学，1978．

2．　東京外国語大学地域研究研究科国際学修

　士，1982．

3．国際関係論，政治経済学

4．（1）現代ベトナムの政治・経済

　（2）インドシナをめぐる国際関係

5．1982年，大阪外国語大学タイ・ベトナム語学

　科助手に採用される。1986年～89年，同量

　師。この間，1987年3月～88年5月に在ベト

　ナム日本国大使館専門調査員。1990年，同助

　教授に昇任，現在に至る。

6．（1＞　「ヴェトナム統一後の共産党の動向一一

　　第5回党大会におけるレ・ドゥック・ト報

　　告の検討を中心として」『共産主義と国際

　　政治3通巻第30号，日本国際問題研究所，

　　1983．

　②　　「共産党の指導力と“集団主人公権”一

　　一ヴェトナムの国会に関する考察」謬学報』

　　第64号，大阪外国語大学，1984．

　（3）　「ヴェトナムにおける少数民族政策一

　　“自治区”の設立と廃止を中心として」『現

　　代アジアにおける地域政治の諸相』大阪外

　　国語大学アジア研究会，1984．

　（4）　「ベトナム」『中国総覧1984年版』霞山

　　会，1984．

　（5）　「ベトナム　内政・経済」『アジア・中

　　東動向年報珍85年度版』，アジア経済研究

　　所．1985．

（6）　「べ5ナム」『中国総覧1986年版誰霞山

　　会，1986．

（7）　「ベトナム」『中国総覧1988年版遷霞山

　会，1988．

（8）　「ベトナムー一岐路に立つ体制改革」『ア

　　ジア研究』35（3），アジア政経学会，1989。

（9）　“Hanoi’s　Open　Door　Policy：　Beyond

　the　New　Foreign　lnvestment　Law，”　Viet－

　nam　Commentary　（lnformation　＆　Resource

　Center）Mar．一Apr．　1989．

⑯　「ベトナムにおける“複数政党制”導入

　の可能性について」『ベトナムをめぐる諸

　恥部』日本国際問題研究所，1990．

（1D　「ベトナムの“経済・社会戦略”につい

　て一グエソ・スアン・チャン論文とファ

　　ソ・ヴァン・カイ演説を中心に」ilij代社

　会主義社会の新動向』大阪外国語大学，
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　1990．

㈱　「ベトナム」『中国総覧1990年版』霞山

　会，1990．

（i＄　「“ポストソ越同盟”のべトナムー2

　つの道」『ベトナムをめぐる諸問題』日本

　国際問題研究所，1991．

㊥　　「ベトナム」『中国総覧1992年版』霞由

　会，1992．

⑯　「ドイモイ下における国家機構の再編一

　一92年憲法体制の形成過程を中心に」三尾

　忠志（編）『ポスト冷戦のインドシナ』日

　本国際問題研究所，1993．

㈹　「“カンボジア和平協定”締結後のベト

　ナムー過渡期のドイモイ」小島朋之（編

　著）解21世紀に向かうアジアと日本』芦書

　房，1993．

2．資　料　部

北野　康子

1．長：崎大学教育学部，1962．

2．ハワイ大学MATESL（Master　of　Arts　in

　Teaching　English　as　a　Second　Language），

　1968。ハワイ大学MLS（Master　of　Library

　Studies），　1971．

3，図書館学

4．（1）東南アジア研究資料の厨録構報

　（2）　ライブラリー・オートメーション

5．1966～68年，East－West　Center奨学生，

　1969～71年，ハワイ大学大学院にて図書館学

　を修める。1971～77年，貿易研修センター情

　報資料室勤務を経て，1977年，東南アジア班

　究センター資料部図書霊に助手として着任，

　現在に至る。

6．（1）　The　Bibliography　of　BibliograPhies　of　the

　　Pactlic，　Graduate　School　of　Library

　　Studies，　University　of　Hawaii，　Honolulu，

　　1969．

　（2）　United　Nations　Documents　on　the　Tnest

　　Territo？　y　of　the勘。⑫途伽廊，　Graduate

　　School　of　Library　Studies，　University　of

　　Hawaii，　Honolulu，　1971．

　（3）　「発展途上国の経済ナショナリズムと経

　　済統合に関する文献目録」（共編）『アジア

　　経済資料月報』2G（3），1978．

（4）PVomen伽Southeast∠4sia’ノ1　Bibliogra－

　Phy，　for　the　National　Women’s　Edz（cation

　Center，　JaPan，　Kyoto，　1979．

（5＞　「図書館ネットワークのしくみ：WLN

　のシステム，Washing£on　Library　Net－

　work」（共編）ライブラリー・オートメー

　ショソ研究会，京都，1982．

（6）「インドネシアにおける図書館システム」

　（訳）　『図書館界』　35（4），　1983．

（7）　“Southeast　Asian　Research　Resources

　in　Western　Japan，”　Presented　at　the

　Seventh　Congress　of　Southeast　Asian

　Librarians，　Manila，　15－21　February　1987．

米沢真理子

1．京都大学文学部，1972．

2．京都大学文学修士，1974．

4．タイの教育と文化．

5．1974年，京都大学東南アジア研究センター

　に文部事務官として採用される。1987年，東

　南アジア研究センター資料部編集室助手に配

　置換，現在に至る。

6．　「パスカルにおけるキリスト教弁証論の方

　法」，（京都大学修士論文），1974．

永田　好克

1．京都大学工学部，1985．
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2．京都大学工学部修士，1987．

3，　情報処理応用

4．情報処理を援用した地域描写

5，1987年，富士写真フイルム株式会社入社。

　1988年，東南アジア研究センター助手として

　採用され現在に至る。

6．（1）「日本語論説文に現れる照応表現の処理」

　　情報処理学会第34回全国大会，1987．

　（2）　「タイ国東北部農村の生業構造に基づく

　　村落類型　　ヤトソン県を対象として」（共

　　著）『東南アジア研究譲30（3），1992．
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第5章　出　版　目　録

　1993年12月現在で，センターが刊行した東南アジア研究叢書（和文，英文），『東南アジ

ア研究』（24巻1号以降），研究報告書シリーズの一一覧を掲げる。なお，前述したように，

『東南アジア研究』第1号から23巻4号までの全所収論文等は総目録としてr東南アジア

研究』別冊（23巻5号）に，またリプリント・シリーズ，ディスカッション・ペーパーの

一覧はr昭和62年度版センター要覧』に一括掲載されているので，参照されたい。

1． 東南アジア研究叢書

A．和文叢書
1．棚瀬　嚢爾．

2．矢野　　暢．

3．本岡　　武．

4．坪内　良博；坪内　玲子．

5．飯島　　茂．

6．シュトルツ．

7．市村　真一編．

8．石井　米雄編。

9．石井　米雄．

10．本岡　　武．

11．市村　真一一編．

12．口羽；坪内；前田編．

13．西原　正編．

14．エクスタインほか編．

15。渡部　忠世編．

16。水野　浩一．

17。　土屋　　健治．

18．高谷　好一．

19．小林　和正．

20．石井　米雄編．

21．桜井　由躬雄．

22。福井　捷朗．

1966．窪他界観念の原始形態』

1968．『タイ・ビルマ現代政治史研究』

1968．『東南アジア農業開発論』

1971．『離婚』創文社．

1971．『カレン族の社会・文化変容至題下社．

1974．謬ビルマー地誌・歴史・経済』野上裕生（訳）．創文社，

ユ974．『東南アジアの自然・社会・経済』創文社．

1975．『タイ国一ひとつの稲作社会』創文社．

1975．『上座部仏教の政治社会学』創文社．

1975．解インドネシアの米』紀文社．

1975．解東南アジアの経済発展』創文社．

1976．ガマレー農村の研究』創文社．

1976．陳南アジアの政治的腐敗』創文社．

1979．ガ中国の経済発展』市村真一（監訳）．創文社，

1980．窪東南アジア世界一地域像の検証毒創文社．

1981．澤タイ農村の社会組織遜創文社．

1982．fdンドネシア民族主義研究　　タマン・シスワの成立と

　　　展開』創文社．

1982．＄熱帯デルタの農業発展　　メナム・デルタの班究』創文

　　　社．

1984．f東南アジアの人口』創文社．

1986．『東南アジア世界の構造と変容』創文社．

1987。建ベトナム村落の形成一村落共有田＝コンディエン制の

　　　史的展開』創文社．

1988．fドンデーン村一東北タイの農業生態毒創文社．
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23．口羽　益生編．

24．山田　　勇．

1990．『ドソデーン村の伝統構造とその変容護創文社．

1991．『東南アジアの熱帯多雨林世界』創文社．

B．

1
2
34

一
b

6

7

8

9

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

英文叢書
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IcmMuRA，　Shinichi，　ed．　1975．　The　Economic　DeveloPment　of　East　and　Southeast　Asia．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

NlsHIHARA，　Masashi．　　　　1976．　The／llPanese　and　Sukarno’s　fndonesia：乃々yo論罪吻Rθ伽
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Press　of　Hawaii．

CHo，　Lee－Jay；　and　KoBAyAsHI，　Kazumasa，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980．　Fentlily　Transition　of　the　East　Asinn　PoPulations．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980．　PoPulation　Growth　oflndonesia：AnAnalysis　ofFentlity　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mortality　Based　on　the　1971　PoPulation　Census．　Honolulu：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University　Press　of　Hawaii．

IsHII，　Yoneo．　　　　　　　　　1980．　Sangha，　State，　and　Socr’ety’Thai　Buddhism勿・磁s♂oり，・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Honolu1u：　University　of　Hawaii　Press．

TAKAyA，　Yoshikazu．　1987．　AgriculturalDeveloPment　ofa　TroPicalDelta：A　Stttdy　of　the
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18．　TsucHlyA，　Kenji．

19．　FuKul，　Hayao．

　　　Chao　Phraya　Delta．　Honolulu：　University　of　Hawaii　Press．

1988．　Democracly　and　Leadership：　The　Rise　of　the　Taman　Siswa

　　　Movement　in　lndonesia．　Honolulu：　University　of　Hawaii

　　　Press．

1993．Food　and　PoPulation　in　aハlbrtheast　Thai　Yillage．　Honolulu：

　　　University　of　Hawaii　Press．

2．『東南アジア研究』（24巻1号から31巻3号まで）

　　『東南アジア研究』第1号から23巻4号までの全所収論文等は総目録として別冊23巻5

号に掲載されているので，ここでは，24巻1号から最新号までの所収論文等を掲げる。各

報欝は，＝一ド番号・著者名・報告表題・掲載頁の順に配列されている。コード番号は，

4，5凹目の数宇が巻数を，3桁目の数字が号数を，そして，1，2聖目の数字が報告の

番号を表している。

　　　　　　　　　　24巻1号［Vol．24，　No．1コ1986年6月［June　t　986］

論文［Article］

24101青山　亨［Aoyama，　Toru］．古ジャワ文学におけるスタソーマ物語の受容と変容［The　Adop－

　　　tion　and　Structura1　Transformation　in　Old　Javanese　Literature　of　Sutasoma，　an　lndian　Buddhist

　　　Story］．　3－17．

資料・研究ノート［Notes］

24102川崎有三［K：awasaki，　Yuzo］．小コミュニティの社会位相空間論一マレーシア潮州人漁村に

　　　みられるリズム・テンポ・メPtディー　　［A　Small　Community　as　a　Sociotopological

　　　Space－RhythTn，　Tempo　and　Melody　of　a　Teochiu　Fishing　Village，　Malaysia一］．　18－52．

24103金　昌男［Kim，　Chang－Nam］．工業部門の雇用吸収力と労働移動一アジア5力国の事例一

　　　一　［lndustrial　Sector　Labor　Absorption　and　Migration　in　Asian　Countries］．　53－64．

24104古川久雄［Furukawa，　Hisao］．バタソハリ川流域低湿地の農業景観その2．農業景観の展開

　　　［Agricultural　Landscape　in　the　Lower　Batang　Hari，　Sumatra　Part　Two：Vicissitudes　of

　　　Agricultural　Land　Use］．　65－105．

現地通信［Field　Report］

24105　Andaya，　Leonard　Yuzon．　A　Short　lntroduction　to　Some　Archival　Resources　in　the

　　　Netherlands，　Spain，　and　Portugai　for　the　Study　of　Southeast　Asia．　I　e6－109．

24106寄贈図書目録［Books　Received　by　the　Library〕．110．
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　　　　　　　　　　　　　　　24巻2号［Vol．24，　No．2］1986年9月［Sept．1986］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Problem　Soils　in　Southeast　Asia

242el　Supiandi　Sabiham；　and　Furukawa，　Hisao．　A　Study　of　Floral　Composition　of　Peat　Soil　in　the

　　　　　Lower　Batang　Hari　River　Basin　of　Jambi，　Sumatra．　113－132．

24202　Wongsomsak，　Sompob．　SalinizatioR　in　Northeast　Thailand．　133－153．

24203　Attanandana，　Tasnee；　and　Vacharotayan，　Sorasith．　Acid　Sulfate　Soils：　Their　Characteristics，

　　　　　Genesis．　Amelioration　and　Utilization．　154一18e．
　　　　　　　　　　　’

論文［Article］

242e4　Duff－Cooper，　Andrew．　Alternation　and　Other　Modes　of　Periodicity　from　a　Balinese　Form　of

　　　　　Life　in　Western　Lombok．　181－196．

資i料・研究ノー　ト［Note］

24205青木恵理子［Aoki，　Eriko］．中部フローレスにおける神秘力と性［Mystic　Power　and　Sex　in

　　　　　Central　Flores］．　197－223．

現地通信［Field　Reportコ

24206片山　裕［Katayama，　Yutaka］．1986年2月16日のコーリー［Corazon　Aquino　on　Feb．16，1986］．

　　　　　224－225．

24207寄贈図書目録〔Books　Received　by　the　Library〕．226．

　　　　　　　　　　　　　　　24巻3号［Vol．24，　No．3］4986年12月［Dec．1986］

論文［Article］

24301　Fukui，　Seiichi．　An　Economic　Analysis　of　Traditional　Water　Management　lnstitutions　in

　　　　　Northern　Thailand．　229－242．

資料・研究ノート［Notes］

24302　Wakatsul〈i，　Toshiyuki；Saidi，　Amrizal；and　Rasyidin，　Azwar．　Soi｝s　in　the　Toposequence　of　the

　　　　　Gunung　Gadut　Tropical　Rain　Forest，　West　Sumatra．　243－262．

24303高谷好一；アリス・ポニマン［Takaya，　Yoshikazu；and　Poniman，　Aris］．熱帯多雨林沿岸部の

　　　　　生活　　東スマトラ、リアウ州の実例　　［Traditional　Life　and　Its　Transformation　among

　　　　　the　Melayu　People　on　the　East　Coast　of　Sumatra］．　263－288．

24304合田　濤［Goda，Toh］．オッチャス老の死　　ボントック族の葬礼と世界観　　［The　Death

　　　　　of　Old　Odchas一　A　Study　on　the　Bontok　Funeral　Ceremony　and　Cosmology一］．　289－317．

現地通信［Field　Report］

24305　Aung－Thwin，　Michael．　Burma　Studies　News．　318－321．
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24306寄贈図書目録［Books　Received　by　the　Library］．322－324．

24巻4号［Vol．24，　No．4］1987年3月［March　1987］

論文［Articlesコ

24401　Thee　Kian　Wie；　and　Yoshihara，　Kunio．　Foreign　and　Domestic　Capital　in　lndonesian　ln－

　　　　dustria｝ization．　327－349．

244e2　Kuribayashi，　Sei．　A　Medium－term　Macroeconometric　Model　for　Economic　Planning　in　ln－

　　　　donesia．　350－376．

24403牟田博光［Muta，　Hiromitsu］．インドネシアの教育とマンパワー［Education　and　Manpower

　　　　of　lndonesia］．　377－402．

24404桃木至朗［Momoki，　Shiro］．ヴェトナム李朝の軍事行動と地方支配［Military　Actions　and　Con－

　　　　trol　of　Local　Powers　in　Vietnam　under　the　LY　Dynasty］．　403－417．

資料・研究ノート　［Note］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

24405福島真人［Fukushima，　Masato］．閉ざされた言譜一一サミン運動とその言語哲学［The　Closed

　　　　Language－The　Samin　Movement　and　lts　Philosophy　of　Language一］．　418－435．

現地通信［Field　Report］

24406中川　敏［Nakagawa，　Satoshi］．

　　　　‘lndonesian　Studies’］．　436．

「インドネシア考」のための覚書き［AMemorandum　for

25巻1号［VoL　25，　No．1］1987年6月［June　1987］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部忠世教授退官記念号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱帯アジアの稲と稲作

　　　　　　　　　［Commemorative　lssue　on　the　Retirement　of　Professor　Tadayo　Watabe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rice　and　Rice　Culture　in　Tropical　Asia一］

25101解由忠夫［K：atayama，　C．　Tadaoコ．熱帯アジアの野生稲の分布とその特性［Distribution　and

　　　　Some　Characteristics　of　Wild　Rice，　Genus　02rvza，　in　Tropical　Asia］．　3－27．

25102高橋成人［Takahashi，　Norindoコ．アジア栽培稲の生態型と生態的特性［Characters　and

　　　　Differentiation　of　Ecotypes　in　Rice，　Oryza　sativa　L．　］　．　28－38．

25103角田重三郎［Tsunoda，　Shigesaburo］．アジアの陸稲、その分布と特性と系譜［Distribution，

　　　　Properties　and　Phylogenetic　Relations　of　Asian　Upland　Rice　Varieties］．　39－5e．

25104井之上準［lnouye，　Jun］．東南アジアの浮稲とその生態［On　Floating　Rice　and　Its　Ecoiogical

　　　　Traits　in　Southeast　Asia］．　51－61．

251e5　Horie，　Takeshi．　A　Model　for　Evaluating　Climatic　Productivity　and　Water　Balance　of　lrrigated

　　　　Rice　and　lts　Application　to　Southeast　Asia．　62－74．

25106黒田俊郎；宮川修一一［Kuroda，　Toshiro；and　Miyagawa，　Shuichi］．東北タイ・ドソデーン村に
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　　　　おける天水田稲作の収量［DoR　Daeng　Village　in　Northeast　Thailand：Paddy　Yield　of　Rain－fed

　　　　Fields］．　75－84．

25107五十嵐忠孝〔lgarashi，　Tadataka］．農作業、季節、星　　西ジャワ・ブリアガソ高地における

　　　　畑地耕作をめぐる季節性と農作業のタイミング　　［AgricultUral　Operations，　Seasonality，

　　　　and　Stars：　Annual　Cycle　of　Upland　Cultivation　in　a　Sundanese　Village，　West　Java］．　85－108．

25108広瀬昌平［Hirose，　Shohei］．インドネシア、ランポソ州の水稲作と陸稲作［Lowland　and

　　　　Upland　Rice　Cultivation　in　Lampung　Province，　Indonesiaコ．109－124．

25109安藤和雄［Ando，　K：azuo］．ベンガル・デルタ低地部の稲作　　バングラデシュ東部地方にお

　　　　けるアウス・散播アマンの混播栽培とパーボイルド米に関するノート　　［Rice　Cultivation

　　　　in　the　Low－lying　Areas　of　＃he　Bengal　Delta　一A　Note　on　Mixed　Aus　and　Broadcast　Aman

　　　　Cultivation　and　Parboiled　Rice　in　the　Eastern　Region　of　Bangladesh一］．　125－139．

25110藤原宏志［Fujiwara，　Hiroshi］．プラント・オパール分析による弥生時代水田遺構の検討

　　　　とくに鳥取・目久美遣跡および青森・垂柳遺跡の水田遺構について　　［Studies　on　Paddy

　　　　Fields　of　the　Yayoi　Period　by　Plant　Opal　Analysis：　Ancient　Paddy　Fietds　at　the　Megumi　Site　in

　　　　Tottori　Prefecture　and　the　Tareyanagi　Site　in　Aomori　Prefecture］．　140－150．

書評論文［Book　Review］

25111高村奉樹［Takamura，　Tomoki　Yコ．マレー半島における稲作の展開とその地域性［Develop－

　　　　rnent　of　Rice－growing　and　lts　Diversity　in　the　rv〈［alay　Peninsula］．　151－160．

25112渡部忠徴教授研究業績目録［Publications　of　Professor　Tadayo　Watabe］．161－168，

25113渡部忠世教授略歴［Persona歪History　Gf　Professor　Tadayo　Watabe］．169．

現地通信［Field　Report］

25114桜井由躬雄［Sakurai，　Yumio］．廃虚のない町［A　City　without　Ruins］．170－171．

25115寄贈図書目録［Books　Received　by　the　Library］．172－174．

25巻2号［VoL　25，　No．2］1987年9月目Sept．1987］

論文［Articles］

25201　Kaneko，　Yukio；　and　Tampubolon，　Hasudungan．　The　Development　of　the　Manufacturing　Sec－

　　　　tor　in　lndonesia．　177－204．

252G2深見純生［Fukami，　Sumio］．三仏斉の再検討　　マラッカ海峡古代史研究の視座転換［Reex－

　　　　amination　of　San－fo－ch　’i　一Change　of　Perspective　of　the　Study　on　Early　History　of　the　Westem

　　　　Part　of　lnsular　Southeast　Asia一］．　2e5－232．

資料・研：究ノート［Notes］

25203橋本卓［Hashimoto，　Takashi］．タイ南部国境県問題とマレー・ムスリム統合政策［The

　　　　Problems　in　the　Southern　Border　Provinces　of　Thailand　and　the　lntegration　Policy　to　the

　　　　Malay－Muslimsj．　233－253．
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25204　Mak　Lau－Fong．　Chinese　Subcomrnunal　Elites　in　19th－century　Penang．　254－264．

25205　Azizah　Kassim．　The　Unwelcome　Guests：　lndonesian　lmmigrants　and　Malaysian　Public

　　　　Responses．　265－278．

25206　Shibayama，　Mamoru．　lnput／Output　Methods　for　Thai－Development　of　a　Database　and　a　Com－

　　　　puter　Concordance　for　the　Three　Seals　Law　of　Thailand一．　279－296．

現地通信［Field　Report］

25207鈴木静夫［Suzuki，　Shizuo］．ペドロとホセ、二人のアバド・サントス［Pedro　and　Jose：Two

　　　　Men　Called　Abad　Santos］．　297－298．

25208寄贈図書目録［Books　Received　by　the　Library］．299－300．

25巻3号［VoL　25，　No．3］1987年12月［Dec．　f　987］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市村真一一教授退官記念号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一東南アジア経済・社会の変容

　　　　　　　　　［Commemorative　lssue　on　the　Retirement　of　Professor　Shinichi　lchimura

　　　　　　　　　　　　　　　　Economic　and　Social　Changes　iR　Southeast　Asia一］

25301　Hill，　Hal．　Patterns　of　Trade　and　lndustrialization　in　ASEAN．　303－316．

25302　Lim　Chong－Yah．　Trade　in　Manufactures：　A　Singapore　Perspective．　317－341．

25303　Prasert　Yamklinfung．　Economic　Development　and　Rural－urban　Disparities　in　Thailand．　342－

　　　　362．

25304　Tan，　Mely　G．　The　Role　of　Ethnic　Chinese　Minority　in　Development：　The　lndonesian　Case．　363

　　　　－382．

25305　Thee　Kian　Wie．　lndustrial　and　Foreign　lnvestment　Policy　in　lndonesia　since　1967．　383－396．

25306　Wong，　John．　China’s　Emerging　Economic　Relationship　with　Southeast　Asia．　397－411．

25307　Yoshihara，　Kunio．　The　Problem　of　Continuity　in　Chinese　Businesses　in　Southeast　Asia．　412－

　　　　429．

25308矢野　暢［Yano，　Toru］．「介入体制」としてのタイ国政治［Thailand　as　a　Penetrated

　　　　System］．　430－446．

253G9土屋健治［Tsuchiya，　Kenji］．タマン・シスワとインドネシア現代政治　　「9月30日事件」

　　　　への対応をめぐって　　［Tainan　Siswa　in　the　Contemporary　Political　Situation　of　lndonesia：

　　　　A　Preliminary　Studyコ．447－463．

25310坪内良博［Tsubouchi，　Yoshihiro］．　マレー農村人口の変動的性格について　　クランタソ

　　　　　・ガロック村開拓後史　　［On　the　Mobile　Character　of　the　Ma正ay　Village　Population－A

　　　　Feature　of　the　Post－settlement　Population　of　Ga圭ok，　Kelantan一コ．464－475．

25311福井捷朗［Fukui，　Hayao］．　東北タイ・ドソデーン村：人口動態（第2報）　　死亡・出生

　　　　率による人口移動の推定　　［Don　Daeng　Village　in　Northeast　Thailand：Population（2）

　　　　一An　Estimate　of　Migration　by　Mortality　and　E．　ertility　Rates一コ．476－494．

25312江崎光男［Ezaki，　Mitsuo］．石油価格・財政金融政策・構造変化のマクm・インパクト　　タ
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　　　　イ経済の一般均衡（CGE）分析　　［Macro　Impacts　of　Oil　Shocks，　Fiscal　Policies　and

　　　　Structural　Changes　一A　CGE　Analysis　of　the　Thai　Economy一］．　495－508．

25313市村真一教授研究業績目録［Publications　of　Professor　Shinichi　lchimura］．509－516．

25314市村真一教授略歴［Persona1　History　of　Professor　Shinichi　lchimura］．517－518．

現地通信［Field　Report］

25315吉原久仁夫［Yoshihara，　Kunio］．マレーシアの企業家に関する情報源［Sources　of　lnforma－

　　　　tion　on　Businessrnen　in　Malaysia］．　519－520．

25316寄贈図書目録［Books　Received　by　the　Library］，521－522．

25巻4号［VoL　25，　No．4コ1988年3月〔March　1988］

　　　　　　　　　　　　　　西ジャワ・ブリア．ガン地方の健康・生態・人ロ

　　　　　　　　［Hea1th，　Ecology　and　Demography　in　the　Priangan　Highlands，　West　Java］

25401鈴木庄亮［Suzuki，　Syosuke］．スンダ農罠の保健生態と生活環境［Sickness　and　Death　of

　　　　Sundanese　and　Javanese　Villagers：　Environmenta1　and　Social　Factors］．　525－544．

25402小山　洋［K：oyama，　Hiroshi］．西ジャワー集落における農民の保健行動からみた公的医療機関

　　　　　（プスケスマス）の問題点［Problems　of　a　Public　Health　Center　IVusfeesmas）in　Rural

　　　　Indonesia：A　Study　of　Heal亡h　Behavior　of　Farmers　in　Wes亡Java］．545－561．

25403兵頭圭介［Hyodo，　Keisuke］．インドネシア西ジャワ州バンドン市のベチャ（人力車）車夫の

　　　　体力と筋力について［Physique　and　Muscle　Strength　of　Becale　Drivers　in　Bandung　City，　West

　　　　Java，　lndonesia］．　562－569．

25404門司和彦［Moji，　Kazuhiko］．西ジャワ・スソダ農民の仕事　　その季節による変動と性・年齢

　　　　による差異　　［Work　of　Sundanese　Viliagers　with　Particular　Reference　to　Seasonal　Varia－

　　　　tions　and　Defferences　by　Sex　and　Age］．　570－592．

25405五十嵐忠孝［Tadataka，　Igarashi］．西ジャワ・ブリアガソ地方のスンダ人農民社会における早

　　　　婚・多産の文化・社会的背景［Cukural　Practices　Favoring　Young　Marriage　and　High　Ferti一

　　　　1ity：　The　Case　of　a　Priangan　Sundanese　Village，　West　Java］．　593－624．

論文［Article〕

25406　Odano，　Sumimaru；　Sabilin，　Syahiri1；　and　Diwandono，　Soedradjad．　lndonesian　Financial

　　　　Development　一From　Government　lntervention　to　Liberalization一．　625－652．

書評論文［Review　Article］

25407小林和正〔Kobayashi，　Kazumasa］，人口分析の側面［Demographic　Analysis］．653－658．

現地通信［Field　Report］

25408二二克也［Osozawa，　Katsuya］．森の魔物たち［Demons　of　the　Forest］．659－660．
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　　　　　　　　　　　　　　　26巻1号［Vo1．26，　No．　i］t988年6月［June　1988］

論文［Articles］

26101　Shimizu，　Hiroshi．　Dutch－Japanese　Competition　in　the　Shipping　Trade　on　the　Java－Japan　Route

　　　　　in　the　lnter－war　Period．　3－23．

26102　Nitungkorn，　Sukanya．　The　Problems　of　Secondary　Education　Expansion　in　Thailand．　24－41．
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27204　lnterview：　Oei　Tjong　le．　188－220．

27205　IRterview：　Oei　Tjong　Tjay．　221－265．
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　　　　266－267．

27207池本幸生［lkemoto，　Yukioコ．　Phisit　Pakkasem，　Leading　fssues　in　Thailand’s　Development

　　　　　Transformation；　1960一一1990．　267－269．

現地通信［Field　Reportコ

27208河野泰之£Kono，　Yasuyuki］．ドソデーン村の三人姉妹［Three　Sisters　in　Don　Daeng　Village］。

　　　　270－271．

27209害贈図書目録［Selected　Listing　of　Books　Received　by　the　Library］．272．

　　　　　　　　　　　　　27巻3号［VoL　27，　No．3］1989年12月［Dec．　f　989］
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　　　　　［Risk　Spreading　and　Work　Sharing　in　Philippine　Rice－farming　Communities］．　301－316．
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27402鳥飼行博［Torikai，　Yukihiroコ．フィリピン漁村の経済構造［Economic　Structure　of　Fishing
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　　　　127．

　　　　　　　　　　　　　28巻2号［Vo1．28，　No．2〕1990年9月［Sept．1990］

論文［Articles］

28201　Koizumi，　Junko．　Why　the　Kula　Wept：　A　Report　on　the　Trade　Activities　of　Kula　in　lsan　at　the

　　　　End　of　the　19th　Century．　131－153．
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31103森山　工［Moriyama，　Takumi］．森の毘，湖へ行く　　北東マダガスカル，ベツィミサラカにお

　　　　ける伝統と現在　　こThe　Forest　People　Go　tQ　the　Lake：Tradition　and　Actuality　among　the

　　　　Betsimisaraka　of　Northeastern　Madagascar］．　25－42．

31104　Anthony　H．　Johns．　lslamization　in　Southeast　Asia：　Reflections　and　Reconsiderations　with

　　　　Special　Reference　to　the　Role　of　Sufism．　43－61．

31105　Reynaldo　C．　lleto．　The　‘Unfinished　Revolution’　in　Philippine　Political　Discourse．　62－82．

書評［Book　Review］

31106内藤　耕［Naito，　Tagayasu］．　Alison　J．　Murray．

　　　　Traders　and　Prostitutes　in　Jakarta．　83－84．

ハloハ4碗のノ，ハXo　Honey：∠4　StudyげStreθt

現地通信［Field　Reportコ

31107山田　勇［Yamada，　Isamuコ．ボルネオ昨今［Borneo　News］．85．

　　　　　　　　　　　　31巻2号［VoL　3　t，No．2］f993年9月［Sept．1993コ

31201坪内良博；坪内玲子［Tsubouchi，　Yoshihiro；and　Tsubouchi，　Reiko］．あるポソドック（寄宿宗

　　　　教塾）の変A991971－1992：避難所としての存続［The　Pondok　as　a　Place　of　Refuge：Changes　in　a

　　　　Pondofe　in　Kelantan，　1971－1992］　．　89－108．

31202応地利明［ohji，　Toshiaki］，タイにおける稲作慣行農法と黎の調査　　黎耕技術の展開過程と

　　　　も関連させて　　［Traditional　Rice　Cultivation　Methods　and　a　Survey　of　Plows　in　Thailand：

　　　　In　Connection　with　the　Development　of　Plow　Culture］．　109－131．

31203　Tanaka，　Koji．　Farmers’　Perceptions　of　Rice－Growing　Techniques　in　Laos：　“Primitive”　or

　　　　“Thammasat．”　132－14e．

31204　Sukardjo，　Sukristijono．　The　Present　Status　of　the　Mangrove　Forests　in　the　Northern　Coast　of

　　　　West　Java　with　Special　Reference　to　the　Recent　Utilization．　141－157．

31205　Nguyen　Huu　Chiem．　Geo－Pedological　Study　of　the　Mekong　Delta．　158－186．

現地通信［Field　Report］

31206河野泰之〔K：ono，　Yasuyuki〕．　AITからアジアを眺めて［A　View　of　Asia　from　AIT3．187．

31巻3号［Vo1．3t，No．3］1993年12月［Dec．1993］

　　　　　　　　　　　　　　　〈特集〉「東南アジア海域世界の森と海」（E）

　　　　　［Forests　and　the　Sea　in　the　Southeast　Asian　Maritime　World］

31301阿部健一〔Abe，　Kenichi］．スマトラ泥炭湿地林の近代　　試論　　［Peat　Swamp　Forest　in

　　　　Sumatra：APerspective］．　191－205．
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31302鶴見良行［Tsururni，　Yoshiyuki］，サバ調査ノート［A　Note　to　my　Journies　to　Sabah］．206－

　　　　221．

31303水野広祐［Mizuno，　K：osuke］．インドネシア農村におけるプリブミ資本織布小工業の展開

　　　　西ジャワ・マジャラや地方の産地における小営業　　［Deve至oprnent　of　a剖∂～42厩一〇㎜ed

　　　　Small－scale　Weaving　lndustry　in　Rural　lndonesia－Petty　Commodity　Production　in　the　Com－

　　　　munity　Based　lndustry　at　Majalaya，　West　Java一］．　222－254．

31304鳥飼行博［Torikai，　Yukihiro］．フィリピンのフロンティア開発　　パラワン州にみる国内移住

　　　　と支村の形成　　［Development　of　the　Philippine　Frontier：Labor　AbseXption　and　Internal

　　　　Migration　to　Palawan　Province］．　255一一284．

31305　Ebel　Wickrarnanayake；　and　Tran　Thi　Ben．　Private　lndustries　in　Ho　Chi　Minh　City，　Vietnam．

　　　　285－292．

書評［Book　Review］

31306足立　明［Adachi，　Akira］．　K．　M．　de　Silvaθ’認eds．　Ethnic　Conflict　in　Buddhist　Societies：Sri

　　　　Lanka，　Thailand　and　Bur？7ia．　293－295．

68



3．研究報告書シリーズ

　研究報告書シリーズは，センターが単行本として出版したもので，シンポジウムの報告

書，文部省科学研究費補助金による海外学術調査の報告書，その他の研究奨学金を受けて

行なった研究の報告書など，各種のものを含んでいる。既刊のものを以下に年度順にあげ

る。

1．　KAwAGucHI，　Keizaburo，　ed．　1965．　Rice　Culture　in　Malaya，　Symposium　Series　No．　1．

2．　INoKI，　Masamichi，　ed．　1966．　faPan’s　，Future　in　So”theast　Asia，　Symposium　Series　No．　2．

3．　FuJloKA，　Yoshikazu，　ed．　1966．　Water　Resource　Utilization　in　Southeast　Asia，　Symposium

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Series　No．　3．

4．　HIGAsm，　Noboru，　ed．　1968．　MedicalProblems　in　Southeast　Asia，　Symposium　Series　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．

5．晶晶真一編，　　　　　　　1975．『稲と農民』

6．　lcHIMuRA，　Shinichi，　ed．　1977．　Preliminary　RePort　on　Role　of　Education　in　the　Rural

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DeveloPment　of　Southeast　Asia－Thailand　and　Malaysia一．

7．　lcHIMuRA，　Shinichi，　ed．　1979．　Econometn’c　Models　of　Asian　Countries　1　．

8．　lcmMuRA，　Shinichi；　and　MizuNo，　Koichi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979．　Ecology，　New　Technology，　and　Rural　DeveloPment　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thailand　and　Malaysia　（with　Special　Reference　to　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Role　of　Education）　．

9．IcHIMuRA，　Shinichi，　ed．　　　　1980．　Econometn’c　Models　cゾAsian　Countries　U．

10．　TsuBoucHI，　Yoshihiro；　NAsRLIDDIN，　lljas；　TAKAyA，　Yoshikazu；　and　RAsJID，　Hanafiah　A．，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980．　South　Sumatra，　Man　and　Agriculture．

11．　WATABE，　Tadayo，　ed．　1981．　RePort　of　the　Seienti　ic　Survey　on　Traditional　CroPPing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Systenrs　in　TroPicalAsin，　Part　1：　lndia　and　Sn’　Lanha，　Part　2：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Indonesia．

12．　MATTuLADA；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1982．　Villages　and　the　Agricultural　LantlscaPe　in　South　Sulawesi．

13．　TAKAyA，　Yoshikazu；　and　Narong　THIRAMoNGKoL．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1982．　Chao　Phraya　Delta　of　Thailand　（Asian　Rice－Land　lnven－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tory：　A　Descriptive　Atlas，　No．　1）．

14．渡部忠世編．　　　　　　　1982．r南西諸島農耕における南方的要素』

15．　FuKul，　Hayao；　KAIDA，　Yoshihiro；　and　KucmBA，　Masuo，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1983．　A　Rice－Growing　Village　Revisited：　An　lntegrated　Study　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rttral　DeveloPment　in　IVortheast　Thailand（An　lnterim

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Report）　．
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16．　THAN　TuN，　ed．　1983．　The　Rayal　Orders　of　Burma，　A．D．　1598－1885，　Part　One，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．　1598－1648．

17．　JAYAwARDENA，　S．D．G．；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　’　1984．　Transfonnation　of　the　Agn’cultural　LandscaPe　in　Sri　Lanka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ana　South　lndia．

18．　Bunyawart　LuMpAopoNG；　Jitti　PINTHoNG；　Chavalit　CHALomoN；　and　KAiDA，　Yoshihiro．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1984．　CJzlangMai－LamPht｛n　Yallay，　Thailand（Asian　Rice－land　In－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ventory：　A　Descriptive　Atlas，　No．　2）　．

19．　MATTuLADA；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1984．：Z勉麗ノ’ormation　of　the．Agricztlktral∠，an41scaPe　in　lndonesia．

20．　TsucHiyA，　Kenji，　ed．　1984．　“States”　in　Southeast　Asia，　from　“Tradition”　to　“Moder一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箆勿。”

21．　FuKul，　Hayao；　KAmA　Yoshihiro；　and　KucHIBA，　Masuo，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1985．　A　Rice　Growing　Village　Revisited；　An　lntegrated　Study　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rural　DeveloPment　in　IVortheast　Thailand　（The　Second　ln－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　terim　Report）　．

22．　THAN　TuN，　ed．　1985．　The　1？oyal　Orders　of　Burma，　A．D．　Z　598－1885，　Part　Two，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠4．1）．エ649一エ750．

23．　THAN　TuN，　ed．　1985．　7rhe　Rayal　Orders　of　Burnza，　A．D．　1598－1885，　Part　Three，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．エ751－1　78エ．

24．　KATo，　Tsuyoshi；　MucHTAR，　Lutfi；　aRd　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1986．　Environment，　Agricultttre　and　Society　i7i　the　Malay　World．

25．　TANAKA，　Koji；　MATTuLADA；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1986．Environ〃lenち、乙anduse　and　Society勿鐵allacea．

26．　THAN　TuN，　ed．　1986．　The　Rayal　Orders　of　Bu77na，　A．D．　1598－1885，　Part　Four，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．　1782－1787．

27．　THAN　TuN，　ed．　1986．　The　Royal　Orders　of　Bur・ma，　A．D．　1598－1885，　Part　Five，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ隻．1）．1788－1806．

28．高谷好一編．　　　　　　　1986．『東南アジア伝統農業資料集成書第1巻．

29．渡部忠世編．　　　　　　　1986．鞘本農耕文化の展開と系譜一一島の視点から』

30．　EzAKi，　Mitsuo，　ed．　1987．　DeveloPment　Planning　and　Polines　in　ASEA，IV　Countries．

31．　THAN　TuN，　ed．　1987．　The　Rayal　Orders　of　Bur7na，　A．D．　1598－1885，　Part　Six，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．　1807－1810．

32，田中耕司編　　　　　　　　1987．『東南アジア伝統農業資料集成』第2巻．

33．　JAIM，　W．M．H．　et　al．　1987．　Review　of　Literature（JSARD　Working　Paper　No．　1）．

34．　HuQ，　Muhammad　Arnmer－Ul

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1987．　Review　of　Literature　on　Planning　Studies　in　Bangla－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　desh（JSARD　Working　Paper　No．　2）　．

35．　SoLAiMAN，　M．　1987．　Recriew　of　Literattdre　fnstitt｛t・ion　Building（JSARD　Working
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paper　No．　3）　．

36．　NoMA，　Haruo；　and　CHAI〈RABoRTy，　Ratan　Lal，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1987．　Selections　of　Records　on　Agricrtlture，　Land　Tenure　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Economy　of　Mymensingh　District，　1787－1866（JSARD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Working　Paper　No．　4）．

37．　THA｝g　TuN，　ed．　1988．　The　Royal　Orders　of　Burma，　A．D．　1598－1885，　Part　Seven，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．　1811－1819．

38．　TAKAyA，　Yoshikazu，　ed．　1988．　Maclagtzscar．’　PersPectives　from　the　Malay　rvorld．

39．高谷好一一編。　　　　　　　1988．『古代稲作農耕の学際的研究』

40．柴山　守編．　　　　　　19SS．『東南アジア学研究支援：多言語テキスト処理システムの研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究』

41．　KuMAGAI，　Toru；　and　KAIDA，　Yoshihiro．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．　Gobarchitra　Village　and　ChandPur　lrrigation　Proj－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ect（JSARD　Working　Paper　No．　5）　．

42．　Ful〈ul，　Hayao；　KAIDA，　Yoshihiro；　and　KucmBA，　Masuo，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988，ARice－Growing　Village　Revisited：An　Integrated　Sindy（ゾ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rural　DeveloPment　in　IVortheast　Thailand（The　Third　ln－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　terim　Report）．

43．　THAN　TuN　ed．　1988．　The　Royal　Order　of　Burma，　A．D．　1598－1885，　Part　Eight，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．18エ9Lエ853．

44．Aris　PoNIMAN・高谷好一　　1988．『伝統農業フィールドノート集』第1巻

45．　SAKuRAI，　Yumio；　and　NITTA，　Eiji，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．　Pn’mitive　Agricultt｛re　in　Viet　Aram　and　faPan　L

46．桜井由躬雄；新田栄治編．　1988．『日本・ベトナム初期農耕比較論　II』

47．　Yoshihara，　Kunio，　ed．　1989．　Oei－Tiong　Lram　Concern：　The　First　Btrsiness　EmPire　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Southeast　Asia．

48．　TsuBouCHi，　Yoshihiro，　ed．　1989．　The　Formation　of　Urbu？t　Civilization　in　Southeast　Asia．

49．　YosHiHARA，　Kunio，　ed．　1989．　Thai　PercePtions　of　JaPanese　Modernization（Published　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　association　with　Falcon　Press　Sdn．　Bhd．，　Kuala　Lumpur）　．

50．　SAI〈uRAI，　Yumio．　1989．　Land，　Water，　Rice，　and　Men　in　Early　Yietnam：　Agrarian

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AdaPtation　and　Socio－Political　Organi2ation（Translated　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thomas　A．　Stanley）．

51．　Marasri　SlvARAKs，　compiled．　1989．　Catalogof　Thai　Cremation　Volumes　in　the　Charas　Collection．

52．　THAN　TuN，　ed．　1989．　Tlte　Royal　Orders　of　Bur・nza，　A．D．　1598－1885，　Part　Nine，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D，　1853－1885．

53．THAN　TuN，　ed．　　　　　　　　　　1990．　The　R（ryal　Orders　of　Bttrma，ノILD．1598一エ885，　Part　Ten，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Epiloge，　Glossary　and　lndex．

54．YosHIHARA，　Kunio，　ed．　　　1990．ノdpan碗Tliailand（Published　in　Association　with　Falcon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Press　Sdn．　Bhd．　，　Kuala　Lumpur）　．
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55．田中耕司編．

56．　NAI　PAN　HLA．

57．　TsuBoucHI，　Yoshihiro，　ed．

58．坪内良博編．

59，高谷好一編．

60．田中耕司編．

61．深見純生訳．酒田久雄編．

62．古川　久雄；渡部　武編．

1990．『東南アジア伝統農業資料集成』第3巻

1990．　An　lntrodwction　lo　Mon　Language．

1991．　The　Fomaation　of　Urban　Civilization　in　Southeast　Asia　2．

1991．『集落人口の性格と変動に関する比較社会学的薪究』

1991．『フロンティア空間としての東南アジア』

1991．『東南アジア伝統農業資料集成』第4巻．

1991．rジャワ・マドゥラ古代遺跡・遺物目録』

1993。r中国先史・古代農耕関係資料集成』

　なお，センター関係者の研究報告書のうち，

を，参考までに掲げておく。

センター以外の機関により出版されたもの

JSARD　Publication　Series（Published　by　JICA　Bangladesh　Ofice）

1．　JSARD　Editorial　Committee，　ed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．Proceedings　of　the　Mid－Term　Review　WorkshoP（ゾノ：SARD，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fanuary　24，　1988（JSARD　Publication　No．　6）　．

2．　KAiDA，　Yoshihiro；　and　HossAiN，　S．　M．　Altaf，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．　Gobarchitra　Village　in　ChandPur（JSARD　Publication　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）．

3．　UcHmA，　Haruo　et　al．　eds．　1988．　fawar　Village　in　Kishoreganj（JSARD　Publication　No．　8）　．

4．HossAIN，　S．　M．　Altaf．　　　1988．　Evoltdion　（ゾCropping　Systems　in　2吻一mensin8h　and　Comilla

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Regions（JSARD　Publication　No．　12）　．

5．　NlsHIMuRA，　Hiroyttki　et　al．　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989．　Three　Villages　in　Comilla（JSARD　Publication　No．　9）．

6．　MAHARJAN，　Keshav　Lall．　1989．　“Phanishair　Village　in　ChandPur（JSARD　Publication　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）．

7．　CHAKRABoRTy，　Ratan　Lal；　and　NoMA，　Haruo，　compiled．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989．Select　Rθco箔ゐonメ487∫α読24解and　Economy（ゾComilla

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　District，　1782－1867（JSARD　Publication　No．　13）．

8．　MAMuN，　Abdullah　Al．　1989．　Agro－ecological　Sttedies　of　vaeed　in　Bangladesh（JSARD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Publication　No．　14）　．

9．　NoMA，　Haruo；　CHAI〈RABoRTy，　Ratan　Lal，　compiled．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1990．　Select　Records　on　Agn’ct｛ltt（re，　Land　Revenue，　Economy　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Society　of　IVoafehali　District，　1849一一1878（JSARD　Publica－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tion　No．　15）　．

10．　ANDo，　Kazuo，　ed．　1990．　Dakshin　Chamuria　in　Tangail　（JSARD　Publication　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）．

11．　KAIDA，　Yoshihiro，　ed．　1990．　Tetulia　Village　in　Bogrta（JSARD　Publication　No．　16）．
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12．　MAMuAN，　A．　Al．　1990．　Agro－ecologt’cal　Stttdies　of　Weeds　and　ureed　Control　in　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flood－1）roneτ／1’llage（ゾBan81adesh（JSARI）Publication　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17）．

13．　JSARD　Editorial　Commitee，　ed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1990．Proceedings（ゾthe　Second　fS　41～D骸）rksh〔）P　ffeld　On　August

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20－721，　1989（JSARD　Publication　No．　18）　．

14．　KAIDA，　Yoshihiro，　ed．　1990．　A　Review　of　l？elated　Studies（JSARD　Publication　No．　19）．
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